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学校法人福岡学園 令和元年度事業報告の概要 

 

１．「口腔医学の学問体系の確立・育成」について 

戦略的大学連携支援事業「口腔医学の学問体系の確立と医学･歯学教育体制の再考」(文部科学

省選定、助成期間平成 20 年～22 年を含む 10 年間継続)で蓄積した授業内容に基づいた歯科大学

独自の「医歯学連携演習」を実施しました。 

また、口腔医学の創設・育成を推進するため平成 27 年度に創設された「田中健藏基金」によ

る第 4回目の事業として、「田中健藏記念文庫」を創設し、新書 358冊を購入しました。 

２．教育の改善・充実等について 

（１）平成 25年度からの継続事業である「私立大学等改革総合支援事業」（文部科学省及び日本私

立学校振興・共済事業団が共同実施）において、歯科大学は特色ある教授･学習方法の展開を通じ

た教育機能の強化が実践されている大学として、タイプ１「特色ある教育の展開」に採択された

ほか、個々の大学が地域の経済･社会、雇用、文化の発展に寄与する取り組みが実践されている大

学として、「福岡未来創造プラットフォーム」に参画する歯科大学がタイプ３の「地域社会への貢

献」に採択されました。 

（２）歯科大学、短期大学ともに平成 26年度に採択され、最終年度を迎えた「大学教育再生加速プ

ログラム（AP）」（文部科学省実施）について、歯科大学はアウトカム基盤型教育を推進し、取り

組み成果をシンポジウム等で学内外に発信したほか、学修成果の評価の方針（アセスメント･ポリ

シー）に基づき、教育活動の検証･改善を実施しました。短期大学はアクティブ・ラーニングの促

進、汎用的能力の可視化等への取り組み成果を外部評価委員会に報告し、外部委員からの意見を

もとに、授業改善に繋げました。 

（３）歯科大学では、「横断統合演習」をより広範囲の学力定着を図る目的で「総合学力試験」へ変

更したほか、通年科目を前期完結科目、後期完結科目に分割し、教育効果を高める仕組みへ変更

しました。また、共用試験について、「基礎臨床統合演習」の時間数を拡大したほか、高い意識で

学習することを目的に、再試験の合格基準を本試験と同じ合格基準に引き上げることとしました。 

（４）歯科大学大学院では、テーシス形式の論文の質の向上について検討を開始したほか、本学研

修歯科医に臨床セミナーの実施や「大学院入学ガイド」の配布により大学院進学を推進しました。 

（５）看護大学では、実践力が向上するような教育のつながりを検討するため、看護系全科目のシ

ラバスに対して、シラバスチェック表を作成し、講師以上の教員で相互チェックを行いました。

また、令和 3年度の大学院開設に向け、看護大学紀要「看護と口腔医療」に論文 20編を掲載する

など研究業績を積み上げ、文部科学省へ大学院設置認可申請書を提出しました。 

（６）短期大学では、歯科衛生学科において、臨床･臨地実習を充実させるため、学内診療施設に加

え、開業歯科医院での学外実習を開始しました。また、保健福祉学科において、医療的ケア教育

の充実のため、実地研修評価に合格した 8名に対し「喀痰吸引等研修修了証」を交付しました。

専攻科では、23 名全員が大学改革支援･学位授与機構より学士の学位を取得しました。なお、保

健福祉学科について、令和 2年度以降の学生募集停止を文部科学省に届出しました。 

（７）「第 113回歯科医師国家試験」は、形成試験を導入し、基準点に達するまで何回も試験を行い、

知識の定着促進を図ったほか、卒業試験･再試験問題のブラッシュアップ等様々な対策を講じ、新

卒 44 名が合格しました。短期大学の「第 29 回歯科衛生士国家試験」は 51 名が合格し、「第 32

回介護福祉士国家試験」は 10名全員が合格しました。 

３．研究の活性化について 

（１）平成 29年度に歯科大学、短期大学ともに採択された「私立大学研究ブランディング事業」(文

部科学省選定)において、研究成果発表会等を実施しました。なお、本事業は令和 3年度までの事

業計画でしたが、文部科学省からの通知により今年度をもって支援終了となりました。 

（２）再生医学研究センターでは、「私立大学研究ブランディング事業」の組織再生チームとして、

「幹細胞スフェロイドでの骨分化およびセメント質分化法の確立」の研究を実施したほか、実績

として所属の大学院生 2名が学位取得、学会報告 5報、インパクトファクターのある英文雑誌に

5報掲載しました。また、リサーチ･スチューデント（学部学生）が 1名研究を行いました。 

 なお、本センターは、下述のセンターに統合され、令和 2年 3月に廃止となりました。 

（３）10月に「福岡歯科大学･福岡看護大学･福岡医療短期大学 口腔医学研究センター」を開設し、

ブランディング強化を図るため、「常態系」、「病態系」、「再生系」、「臨床歯学系」、「医学系」の 5



 

つの口腔医学プラットフォームを構築、「口腔医学」のコンセプトに基づいた共通目標のもと、独

自の先駆的研究や相互の連携研究への取り組みを開始しました。 

（４）看護大学では、口腔ケアに特化した看護系書籍「看護で教える最新口腔ケア」を上梓しまし

た。 

（５）研究業績として、専任教員の総論文数（著書、総説、原著論文、症例報告等）は、歯科大学

は、前年度 185編が 127編（うち欧文 71編）に、看護大学は、前年度 67編が 72編（うち欧文 4

編）、短期大学は、前年度 14編が 13編（うち欧文 2編）になりました。 

４．学生の支援等について 

（１）歯科大学では、低学年教育や CBT試験等の学年固有の課題解決のため助言教員 FDを開催する

とともに、今年度初めて保護者に対して助言教員等が大学の取り組みや修学状況等を説明する「学

年説明会及び個別面談」を実施し、保護者より高い評価を得ました。 

（２）看護大学では、チューター教員による定期面談、成績不振学生等には保護者を交えた三者面

談を繰り返し実施して細かい学生指導を行ったほか、学生の就職への意識高揚のため、就職合同

説明会を実施しました。また、実習準備室、売店を増築棟に移設し、空きスペースを看護実習室、

学生ラウンジに変更して教育環境をより充実させました。 

（３）短期大学では、実習の予習復習に活用できる e-learning教材を蓄積し、学生の課外学修を支

援したほか、就職へのモチベーションアップのため、開業歯科医院等に参加を依頼し、就職ガイ

ダンスを開催しました。 

（４）歯科大学、看護大学、短期大学が文部科学省の実施する高等教育の修学支援制度（高等教育

の無償化）の対象校として選定されました。 

（５）令和 2年度入学者数は、歯科大学口腔歯学部 88名、大学院 15名、看護大学看護学部 107名、

短期大学歯科衛生学科 47名、専攻科 23名でした。 

５．社会との連携・貢献について 

（１）地域連携センターでは、公開講座、出前講座、地域カフェ、生涯研修等を開催したほか、「福

岡未来創造プラットフォーム」において、野芥校区子ども食堂事業への学生の派遣、リカレント

教育プログラム「子どもの貧困を科学する」の企画実施などに参画しました。 

（２）医科歯科総合病院では、医科 23科、歯科 4科、訪問歯科センター及び内視鏡センター等が協

働で地域医療の充実に貢献するとともに、摂食嚥下･言語センター（ことばと飲み込みのケアセン

ター）を設置し、医科･歯科が連携して専門的医療を開始しました。外来患者数は 1日平均 759.8

人、入院患者数は 30.1人でした。 

（３）口腔医療センターは、臨床研修歯科医、臨床実習生等を受け入れ、実習・研修施設としての

役割を果たすとともに、歯科大学、センター主催の生涯研修等を開催しました。年間患者数は

28,505人、1日平均患者数は 111.1人でした。 

（４）介護老人保健施設は、教育施設として介護福祉実習、口腔介護実習等で延べ 1,207人の実習

生を受け入れました。入所者数は 1日平均 76.1人、通所利用者数は 1日平均 27.3人となりまし

た。なお、特定処遇改善手当を新設し、介護職員の処遇改善を行いました。 

（５）新病院建替えについては、平成 31 年 1 月の起工式から本工事を開始するとともに、令和 2

年 9月の開院に向け、設備等に関するヒアリングの実施、医療機器及び什器備品等の現況調査、

更新精査を行ったほか、医療情報システムに関する WG等による検討を行いました。 

（６）国際交流については、歯科大学は、リバプール大学(イギリス)と相互交流を実施したほか、

ブリティッシュコロンビア大学(カナダ)とは再度協定を締結し、今後の相互交流内容を確認しま

した。また、中国、韓国の各協定大学からの受け入れを継続実施しました。 

看護大学は、リバプール大学との協定締結に向け協議を行い、令和 2年後期以降での派遣を実施

する予定にしています。 

６．組織運営及び財務強化･施設整備について 

（１）病院の将来的な構想を踏まえ、訪問歯科センターを総合歯科学講座の 1分野として教員を配

置しました。 

（２）外部資金導入として、文部科学省から研究ブランディング事業、改革総合支援事業選定など

に係る補助金として約 9,120万円を受け入れました。 

（３）内部質保証の方針、体制及び手続きを福岡歯科大学の各種方針等として制定しました。 

（４）令和 2年 4月から施行される私立学校法の改正に対応するため、役員の責任の明確化、監事

機能の強化等を盛り込んだ寄附行為の変更申請を行い、文部科学省より認可されました。 
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学校法人福岡学園 令和元年度事業報告書 

Ⅰ．法人の概要 

  法人の名称：学校法人福岡学園 

住所：〒814-0193福岡県福岡市早良区田村二丁目 15番 1号 

電話：092－801－0411 

URL：http://www.fdcnet.ac.jp/fdc/ 

１．法人の目的 

学校法人福岡学園は、昭和 48 年に西日本唯一の私立歯科大学として「福岡歯科大学」

を開設し、現在、口腔医学の学問体系の確立・育成と全身の疾患が理解できる医療人の育

成に向けて、特色ある教育研究を行っている。平成 25 年 4 月からは、口腔医学に関する

活動をアピールするとともに、歯学教育や歯科医療の実態に即したものとするため、学部

学科の名称を「口腔歯学部・口腔歯学科」に変更した。また、地域の医療センターとして

の「医科歯科総合病院」のほか、臨床実習の拡充や地域歯科医療の向上等を目的としたサ

テライト施設「口腔医療センター」を博多駅前に有する。この他、全国初の「口腔保健学

士」認定専攻科を持つ「福岡医療短期大学(歯科衛生学科・保健福祉学科)」、全国に先駆

けて設置した高齢者福祉のための「介護老人保健施設 サンシャインシティ」を併設して

いる。さらに、平成 29 年 4 月に「福岡看護大学」を開学させたほか、女性の就業環境整

備のため、同年 8月にぺんぎん保育園を開設。このように、本学園は、一貫して教養と良

識を備えた有能な歯科医師、看護師、保健師、歯科衛生士、介護福祉士の養成及び教育・

研究者の育成に努め、医療・保健・福祉の総合学園として、教育・研究の質の向上及び地

域医療・福祉への貢献を目指している。

  【建学の精神】 

福岡歯科大学：教育基本法及び学校教育法に基づき、歯学に関する専門の学術を教

授研究し、教養と良識を備えた有能な歯科医師を育成することを目

的とし、社会福祉に貢献すると共に歯科医学の進展に寄与すること

を使命とする。 

福岡看護大学：教育基本法及び学校教育法に基づき、看護学に関する専門の学術を

教授研究し、教養と良識を備えた有能な看護専門職を育成すること

を目的とし、社会福祉に貢献するとともに、看護学の進展に寄与す

ることを使命とする。 

福岡医療短期大学：歯科衛生士に必要な専門の知識と技術を教授研究し、教養と良

識を備え、口腔医学に基づいた歯科医療を実践できる有能な人材を

育成するとともに、もって医療、保健、福祉に寄与することを目的

とする。 

２．沿革 

昭和47年 7月 学校法人福岡歯科学園寄附行為認可、福岡歯科大学設置認可 

昭和48年 2月 福岡歯科大学附属病院開設 

昭和48年 4月 福岡歯科大学開学 

昭和55年11月 福岡歯科大学附属歯科衛生専門学校設置認可 

昭和56年 4月 福岡歯科大学附属歯科衛生専門学校開校 

昭和60年 3月 福岡歯科大学大学院設置認可 

昭和60年 4月 福岡歯科大学大学院開学 
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平成 8年10月 福岡歯科大学附属歯科衛生専門学校の福岡医療福祉専門学校への

校名変更及び同校の社会福祉専門課程設置認可 

平成 8年12月 福岡医療短期大学設置認可 

平成 9年 3月 福岡医療福祉専門学校歯科衛生専門課程募集停止 

平成 9年 4月 福岡医療短期大学開学、福岡医療福祉専門学校開校 

平成11年 2月 福岡医療福祉専門学校歯科衛生専門課程廃止認可 

平成11年 4月 福岡医療短期大学専攻科歯科衛生学専攻開設 

平成11年12月 福岡医療短期大学保健福祉学科設置認可 

平成12年 1月 福岡医療福祉専門学校社会福祉専門課程募集停止 

平成12年 4月 福岡医療短期大学保健福祉学科開設 

平成14年 1月 福岡医療福祉専門学校廃止認可 

平成14年 8月 介護老人保健施設（サンシャイン シティ）開設 

平成15年 4月 福岡医療短期大学歯科衛生学科3年制へ移行 

平成16年 7月 人事考課制度導入 

平成17年 1月 病院名を福岡歯科大学医科歯科総合病院に改称 

平成17年 4月 教員の任期制導入 

平成20年 4月 福岡医療短期大学歯科衛生学科の専攻科が大学評価・学位授与機構

の認可を得て、学士（口腔保健学）の専攻科として認定 

平成23年 6月 法人名を福岡学園に変更認可 

平成23年11月 福岡歯科大学口腔医療センター開設認可 

平成23年12月 福岡歯科大学口腔医療センターを開設 

平成25年 4月 福岡歯科大学の学部・学科名を口腔歯学部口腔歯学科に変更 

平成28年 8月    福岡看護大学設置認可 

平成29年 4月    福岡看護大学開学 

平成29年 8月    ぺんぎん保育園開園 

平成31年 1月    新病院建替え工事着工 

平成31年 3月    福岡医療短期大学保健福祉学科令和2年度から学生募集停止決定 

   令和元年 9月    福岡歯科大学収容定員変更認可(令和2年度から入学定員96名) 
 
 

３．設置する学校・学部・学科等、その入学定員、学生数等の状況 

（表１）                         （令和元年 5月 1日現在） 

学 校 名 学部学科等名 開設年度 修業年限(年) 入学定員(人) 収容定員(人) 在学者数(人) 

福岡歯科大学 

（学長 髙橋 裕） 

口腔歯学部 

口腔歯学科 
昭和４８年 6 120 720 592 

大学院歯学研究科 昭和６０年 4 18 72 39 

福岡看護大学 

(学長 窪田 惠子) 

看護学部 

看護学科 
平成２９年 4 100 300 333 

福岡医療短期大学 
（学長 北村 憲司） 

歯科衛生学科 平成 ９年 3 80 240 193 

保健福祉学科 平成１２年 2 40 80 18 

計   120 320 211 

専攻科 

口腔保健衛生学専攻 
平成１１年 1 20 20 24 

   

施 設 名 区 分 開設年度 定員(人) 
１日当り利用 

平均 (人) 

年間利用 

延数 (人) 

介護老人保健施設 

サンシャインシティ 

（施設長 中島與志行） 

入 所 平成 14年 85 76.1 27,851 

通 所 平成 14年 40 27.3 7,937 
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４．出願者、入学者及び収容定員充足率等の状況 

 （表２） 

学 校 名 学部学科等名 
令和元年度入学者 令和 2年度入学者 

出願者 受験者 合格者 入学者 出願者 受験者 合格者 入学者 

福岡歯科大学 

口腔歯学部 

口腔歯学科 
238 220 178 85 218 199 169 88 

大学院歯学研究科 4 4 4 4 16 16 16 15 

福岡看護大学 
看護学部 

看護学科 
426 418 221 109 399 392 208 107 

福岡医療短期大学 

歯科衛生学科 60 60 60 56 49 48 48 47 

保健福祉学科 6 6 6 6 ‐ ‐ ‐ ‐ 

専攻科 

口腔保健衛生学専攻 
40 39 27 24 49 49 25 23 

      

（表３）                         （毎年度 5月 1日現在） 

学 校 名 学部学科等名 
年度別収容定員充足率 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 

福岡歯科大学 

口腔歯学部 

口腔歯学科 
0.8 0.8 0.9 0.9 0.8 

大学院歯学研究科 0.6 0.6 0.7 0.6 0.5 

福岡看護大学 
看護学部 

看護学科 
― ― 1.2 1.2 1.1 

福岡医療短期大学 

歯科衛生学科 1.1 1.1 0.9 0.8 0.8 

保健福祉学科 0.6 0.5 0.4 0.4 0.2 

専攻科 

口腔保健衛生学専攻 
1.0 1.0 1.1 1.6 1.2 

    
５．教職員数 

（表４）              教 員 数       （令和元年 5月 1日現在） 

 教授等 准教授 講師 助教 助手 小計 客員教授 客員准教授 臨床教授 臨床准教授 非常勤講師 合計 

歯科大学 42 17 38 61 0 158 12 1 22 8 55 256 

看護大学 13 5 7 5 10 40 ― ― ― ― 7 47 

短期大学 7 1 6 4 0 18 ― ― ― ― 23 41 

老 健 1 ― ― ― ― 1 ― ― ― ― ― 1 

合 計 63 23 51 70 10 217 12 1 22 8 85 345 
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（表５）              職 員 数       （令和元年 5月 1日現在） 

 事務職員 技術職員 技能職員 補助職員等 医療職員 介護職員等 医員 合計 

歯科大学 53 5 4 27 ― ― ― 89 

看護大学 10 ― ― 2 ― ― ― 12 

短期大学 6 ― ― 1 ― ― ― 7 

病 院 12 ― ― 2 108 ― 55 177 

口腔医療センター 6 ― ― ― 12 ― 3 21 

老 健 3 ― ― 1 19 45 ― 68 

合 計 90 5 4 33 139 45 58 374 

※非常勤職員を含む。 
 

６．役員・評議員・役職教職員 

                            （令和元年 5月 1日現在） 

（表６） 理事（定数 10～17人）・監事（定数 2～4人）・顧問 

役職名 氏名 就任年月日 常勤･非常勤の別 

理 事 長 水 田 祥 代 平成 22年 6月 3日 常勤 

常務理事 石 川 博 之 平成 27年 2月 1日 常勤 

理  事 髙 橋   裕 平成 30年 2月 1日 常勤 

理  事 窪 田 惠 子 平成 29年 4月 1日 常勤 

理  事 北 村 憲 司 平成 21年 2月 1日 常勤 

理  事 多 田 昭 重 平成 26年 8月 3日 非常勤 

理  事 瓦 林 達比古 平成 27年 10月 1日 非常勤 

理  事 宮 口   嚴 平成 17年 8月 3日 非常勤 

理  事 井 手 孝 行 平成 27年 5月 1日 常勤 

理  事 阿 南   壽 平成 31年 4月 1日 常勤 

理  事 古谷野   潔 平成 26年 8月 3日 非常勤 

理  事 熊 澤 榮 三 平成 29年 8月 3日 非常勤 

理  事 海老井 悦 子 平成 27年 12月 1日 非常勤 

監  事 藤 田 和 子 平成 29年 4月 1日 非常勤 

監  事 西 方 和 久 平成 25年 1月 1日 非常勤 

顧  問 木 下   明 平成 31年 4月 1日 非常勤 

学事顧問 松 本 裕 子 平成 29年 4月 1日 常勤 

（表７） 評議員（定数 24～35人） 

役職名 氏名 就任年月日 

評 議 員 水 田 祥 代 平成 22年 6月 3日 

評 議 員 髙 橋   裕 平成 17年 8月 3日 

評 議 員 窪 田 惠 子 平成 29年 4月 1日 

評 議 員 北 村 憲 司 平成 21年 2月 1日 

評 議 員 阿 南   壽 平成 31年 4月 1日 

評 議 員 井 手 孝 行 平成 27年 5月 1日 

評 議 員 石 橋 慶 憲 平成 21年 6月 26日 

評 議 員 本 山 久美子 平成 19年 4月 20日 
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評 議 員 香 月 俊 博 平成 14年 6月 18日 

評 議 員 石 川 博 之 平成 27年 2月 1日 

評 議 員 城 戸 寛 史 平成 31年 4月 1日 

評 議 員 川 野 庸 一 平成 30年 4月 1日 

評 議 員 樋 口 勝 規 平成 28年 7月 19日 

評 議 員 平 田 雅 人 平成 30年 2月 1日 

評 議 員 朔   啓二郎 平成 17年 8月 3日 

評 議 員 古谷野   潔 平成 26年 8月 3日 

評 議 員 多 田 昭 重 平成 26年 8月 3日 

評 議 員 瓦 林 達比古 平成 27年 10月 1日 

評 議 員 海老井 悦 子 平成 27年 12月 1日 

評 議 員 熊 澤 榮 三 平成 23年 4月 19日 

評 議 員 前 原 喜 彦 平成 17年 8月 3日 

評 議 員 松 田 峻一良 平成 22年 6月 3日 

評 議 員 田 口 智 章 平成 29年 8月 3日 

評 議 員 樗 木 晶 子 平成 29年 8月 3日 

評 議 員 神 田 晋 爾 平成 29年 8月 3日 

評 議 員 宮 口   嚴 平成 11年 8月 3日 

評 議 員 武 井 俊 哉 平成 11年 8月 3日 

評 議 員 髙 嶺 明 彦 平成 27年 4月 21日 

（表８） 役職教職員 

役職名 氏名 

歯 科 大 学 長 髙 橋   裕 

看 護 大 学 長 窪 田 惠 子 

短 大 学 長 北 村 憲 司 

医科歯科総合病院長 阿 南   壽 

医科歯科総合病院副病院長 城 戸 寛 史 

医科歯科総合病院副病院長 川 野 庸 一 

医科歯科総合病院副病院長 樋 口 勝 規 

事 務 局 長 井 手 孝 行 

歯 科 大 学 生 部 長 稲 井 哲一朗 

歯科大情報図書館長 廣 藤 卓 雄 

口腔・歯学部門長 尾 崎 正 雄 

全身管理・医歯学部門長  湯 浅 賢 治 

社会医歯学部門長 埴 岡   隆 

基礎医歯学部門長 日 髙 真 純 

看 護 大 学 部 長 飯 野 英 親 

看 護 大 学 生 部 長 大久保 つや子 

看護大情報図書館長 岡 田 賢 司 

基礎･基礎看護部門長 嶋 田   香 

健康支援看護部門長 岩 本 利 恵 

地域･在宅看護部門長 宮 園 真 美 
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Ⅱ．事業の概要 

１．教育の改善・充実 

 

１）口腔医学の確立・育成 

歯科大学では、“口腔”を身体の一つの臓器

と位置づけ、現在の歯学教育の高度専門化とと

もに一般医学教育を充実させた「口腔医学」を

確立・育成することが、超高齢社会を支える歯

科医学・歯科医療にとって非常に重要であると

の考えから、「歯学から口腔医学へ」をモット

ーに、口腔医学教育・口腔医療の確立・育成の

フロントランナーとして、その実践に努めてき

た。 

平成 20 年度文部科学省選定の戦略的大学連

携支援事業『口腔医学の学問体系の確立と医

学・歯学教育体制の再考』（助成期間：平成 20

年 11 月 20 日から 22年度まで）については、

助成期間を含めた 10 年間の事業は終了したが、

今年度については連携事業で蓄積した授業内

容に基づいた歯科大学独自の「医歯学連携演

習」を実施した。 

平成 29 年度に文部科学省の私立大学研究ブ

ランディング事業の支援校として、歯科大学及

び短期大学がともに選定され、「口腔医学」を

大学近郊の高齢化の進む地域に展開し、口腔機

能の維持・向上によって認知機能の維持を図り、

要介護化の阻止、誤嚥性肺炎の予防及び高い

QOLの達成を事業目標に継続実施した。 

また、口腔医学を推進させるために平成 27

年度に創設された「田中健藏基金」による第 4

回目の事業として、「田中健藏記念文庫」を創

設し、新書 358冊を購入した。 

２）「私立大学等改革総合支援事業」に採択 

平成 25 年度から文部科学省及び日本私立学

校振興・共済事業団が共同で実施する継続事業

で、教育の質的転換や、産業界・他大学との連

携、地域におけるプラットフォームの形成によ

る資源の集中化・共有など、特色化・機能強化

に向けた改革に全学的・組織的に取り組む大学

等を重点的に支援する事業である。 

(１)タイプ１「特色ある教育の展開」に採択 

全学的に教育の質向上に向けた特色ある教

授・学習方法の展開を通じた教育機能の強化が

実践されている大学として、タイプ 1の「特色

ある教育の展開」に歯科大学が採択された。 

(２)タイプ３「地域社会への貢献」に採択 

 大学間、自治体・産業界等との連携を進める

ためのプラットフォーム形成を通じた大学改

革を推進する取り組み及び地域と連携した教

育課程の編成や地域の課題解決に向けた研究

の推進など、個々の大学が地域の経済・社会、

雇用、文化の発展に寄与する取り組みが実践さ

れている大学として、「福岡未来創造プラット

フォーム」に参画する福岡歯科大学がタイプ 3

の「地域社会への貢献」に採択された。 

３）「大学教育再生加速プログラム（AP）」の継

続実施 

平成 26 年度より 5 年計画で文部科学省が実

施する事業で、教育再生実行会議等で示された

新たな方向性に合致した先進的な取り組みを

実施する大学等に支援される。平成 28 年度に

は、歯科大学、短期大学ともに 1年延長が許可

され、6年間の継続事業となり、最終年度とし

ての取り組みを実施した。本事業で得られた知

見を活かした教育改善活動は継続して実施す

る。 

(１)福岡歯科大学 

テーマⅡ「学修成果の可視化」の取り組みを

発展させ、平成 26 年 10 月に設置した教育支

援・教学ＩＲ室を中心に、3つのポリシー及び

コンピテンス・コンピテンシーに基づくアウト

カム基盤型教育を推進し、収集・蓄積したデー

タを分析・可視化するなど、修学支援に活かす

取り組みを実施するとともに、学外のシンポジ

ウム等において成果を発表するなど、取り組み

成果の学内外への発信を行った。また、平成

30 年度に策定した学修成果の評価の方針(ア

セスメント・ポリシー)に基づき教育活動の検

証・改善を実施した。 

(２)福岡医療短期大学 

テーマⅠ・Ⅱ複合型「アクティブ･ラーニン

グと学修成果の可視化」の取り組み（体系的な

SD・FD 活動の推進、課外学修時間の増加やア

クティブ･ラーニングの促進、汎用的能力の可

視化（6種類のルーブリック評価や学修成果ア

セスメントテスト、IR 学生調査、学修ポート

フォリオ））について経年結果等事業成果を報

告書に取り纏めるとともに、外部評価委員会に

報告し、外部評価委員の意見をもとに、授業改

善に繋げた。 

４）歯科大学口腔歯学部の教育 

(１)口腔医学教育の実践 

① 口腔医学カリキュラム確立の推進 

昨年まで連携大学と共同実施していた「医歯

学連携演習」は連携事業の終了に伴い今年度は

本学単独の授業科目として開講し、引き続き一

般医学科目とともに口腔医学教育カリキュラ

ムを実践した。 

② 学外研修の充実 

九州大学との連携事業として、受け入れ及び
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派遣を行い、後期に九州大学歯学部学生 24 名

を高齢者歯科学分野に受け入れ、本学学生 10

名を九州大学病院に派遣した。 

(２)創造力を持った人材の育成 

① 自学自習システム等の充実 

形成的評価を目的とした試験を e-learning

システムで実施するなど、ICTを利活用した教

育システムを充実させた。 

② リメディアル教育の充実 

AO 入試Ⅰ期及び推薦・指定校推薦入試合格

者に対する入学前教育について、入学前に 3

回の勉強合宿とテストを実施し、入学前 3月の

学力テスト結果を踏まえ、基準点に満たない科

目を有する者には、4月当初に補講を実施した。 

③ 介護実習の実施 

第 1学年後期の介護施設実習、第 3学年後期

の介護実習、第 5学年前期の介護施設での臨床

実習を引き続き実施した。 

④ 低学年の態度教育 

欠席過多者を早期に発見し、助言教員等を通

じて積極的な学習参加を引き続き促した。 

(３)教育の充実・改善への新たな取り組み 

① カリキュラムの改変 

 ディプロマ･ポリシー、カリキュラム･ポリシ

ーに基づいたアウトカム基盤型教育を展開す

るため、カリキュラムの見直しを行い、前年度

まで実施していた「横断統合演習」をより広範

囲の学力定着を図る目的で「総合学力試験」へ

変更した。      

また、教育効果を高めることを目的に、通年

科目を前期完結科目、後期完結科目に分割し、

半期の授業内容を追・再試験時にしっかりと振

り返ることで、十分な知識の定着を図る仕組み

へ変更した。 

② 共用試験への取り組み 

第 4学年は、臨床実習に向けて 4年間で学ん

だ知識を統合するための大事な時期で十分な

基礎学力をつけることが必要であるとの観点

から、共用試験受験を踏まえた実践的な授業科

目である「基礎臨床統合演習」の時間数を拡大

した。 

共用試験には、第 4学年 99名が受験し、CBT

に関しては 73名が、OSCEについては全員が合

格した。 

また、卒業試験同様、共用試験においても高

い意識で学習を行うことを目的に再試験の合

格基準を本試験と同じ合格基準へ引き上げた。 

５）歯科大学大学院の教育 

(１)教育の可視化・実質化等 

研究科運営委員会にて授業内容の確認を行

い、令和２年度選択必修科目の内容及び担当者

を変更する等、授業を一部再編した。 

また、テーシス形式の論文の質の向上につい

て、研究科運営委員会にて検討を開始した。 

(２)高度な研究能力と豊かな国際感覚の涵養 

令和元年度は大学院 4 学年 10 名が学位を取

得、論文博士 1名を認定した。 

また、再生医学研究センターでは大学院生

11 名が研究活動を行い、海外の学術雑誌への

論文発表増加に向けて研究指導を行った。 

(３)修学支援体制の充実化 

奨学制度においては特別奨学生 2名、一般奨

学生 10名、リサーチアシスタント 10名、ティ

ーチングアシスタント 10名を選考した。 

また、第二種特待生を 4名選考し、規程・細

則に基づく運用を行った。 

(４)口腔医学を基盤とした知的人材養成 

口腔医学に沿って総合医学基本テーマを充

実させるため、引き続き医科科目の講義・実習

を必修科目として開講し、医科疾患の診断・治

療の臨床演習を実施した。 

(５)定員確保への取り組み 

 令和元年度は 4名（定員 18名）が入学した。 

本学研修歯科医に大学院入学を促すため、「大

学院でリサーチマインドを磨こう」と題し臨床

セミナーを行った。 

また、本学研修歯科医に「大学院入学ガイド」

を配布し、本学大学院への進学を促進した。 

６）看護大学看護学部の教育 

(１)高度な看護実践能力の育成 

 分野間で教育内容、シラバス、評価基準等に

ついて協議した。講義・演習・実習を連動させ

た教育を展開するための FD を実施して教育の

一貫性と教授内容の質の向上に取り組んだ。ま

た、シラバスチェック表を作成し、看護系全科

目のシラバスに対して、講師以上の教員で相互

チェックを行い、実践力が向上するような教育

のつながりを検討した。 

 昨年度と同様に、学習の自己評価・振り返り

を各演習科目で実施したほか、模擬実習型シミ

ュレーション演習も実施し、講義･演習･実習を

関連付けて発展的に学修できる能力の育成を

支援した。 

(２)実習体制の整備 

大学と実習施設の合意に基づいた実習体制

を構築するために、「実習小委員会」、「実習協

議会」、「実習指導者会議」を定期的に開催し、

教育に関する共通の理解を深め、実習の運用が

スムーズに運ぶように努めた。また、一定の教

育水準を確保し、実習の目的・目標を達成する

ため、実習施設と個別の協議を行い、臨地実習

指導者と連携して教育活動を実施した。看護系

の各論実習終了後は、その教育成果を臨床にフ
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ィードバックする報告会を実施し、課題解決に

向けた協議を行い、今後も臨床実習を継続して

もらえるよう取り組んだ。 

次年度以降の母性看護学の臨地実習におい

て、男子学生のローテーションが困難であるこ

とを予測して、学生受け入れ週数を増やしても

らえるように協議を続けた。 

また、新型コロナウイルスの流行に伴い、実

習時の学生の発熱・体調不良事態における対応

フローチャートを作成して運用した。 

(３)福岡看護大学大学院開設の準備 

令和 3年度開設に向け、大学院看護学研究科

設置準備委員会を中心に申請書類等を取りま

とめ、令和 2年 3月に文部科学省へ大学院設置

認可申請書を提出した。本年度は教員審査合格

に必要な研究業績を積み上げるため、部門長を

中心に看護研究を推進し、看護大学紀要「看護

と口腔医療（Japanese Journal of Nursing and 

Oral Health Care）」に論文 20編を掲載した。 

 ７）医療短大の教育 

(１)高度かつ実践的教育 

令和元年度から福岡歯科大学医科歯科総合

病院、口腔医療センターに加え、福岡市内の開

業歯科医院での学外実習を開始し、臨床・臨地

実習を充実させた。 

(２)専門分野のエキスパート養成 

歯科衛生学科においては、臨床実習の充実の

ほか、介護職員初任者研修の資格取得のための

講義、実習を行い、32 名が資格を取得した。

また、令和 2年度入学者から介護職員初任者研

修を介護福祉士実務者研修に切り換え、講義、

実習を行うことを決定した。 

保健福祉学科においては、｢医療的ケア｣教育

を充実し、実地研修評価に合格した 2年次生 8

名に対し“喀痰吸引等研修修了証”を交付した。 

専攻科においては、特例適用対象専攻科生

20 名が、専攻研究成果の要旨、成績評価の結

果を大学改革支援・学位授与機構へ報告し、学

士を取得した。特例適用対象外の専攻科生 3

名については、大学改革支援・学位授与機構に

論文を送付し、同機構の筆記試験を受けて合格

し、学士を取得した。 

(３)将来像の検討 

歯科衛生学科では、大学院に通う教員（1名

修了、1名継続中）の学修支援を、助手の採用

（R1.10～R2.3）等を通して継続し、教員の質

の向上に努めた。 

(４)保健福祉学科の学生募集停止 

令和 2年度以降の学生募集停止について、在

校生、保護者、同窓会等への説明・周知を行っ

た。また、ホームページ上での情報開示等を行

うとともに、文部科学省等への必要な届出を行

った。 

８）教育の質の向上 

(１)福岡歯科大学 

学生支援の充実に関する FD(3回)、教員の資

質向上に関する FD(4回)、大学院及び研究の活

性化に関する FD(4回)、学修成果の可視化に関

する FD・SD(7回)を開催した。また、教員間の

授業見学を平成 29 年度から引き続き実施した

ことに加えて、令和元年度は職員による授業見

学を試行した。 

その他、FD 関連事業として、助言教員制度

を充実させるためのワークショップを開催す

る等、教員の教育力向上に努めた。 

(２)福岡看護大学 

FD 委員会で企画し、本学の教育理念の理解

と、理念に基づく教育研究が展開できるように、

FD 研修を 5 回開催した。内訳は、1)教員の資

質向上を目指した FD 研修 2 回、2)カリキュラ

ム・シラバスを通して教育の質の向上を目指し

た FD 研修 2 回、3)研究能力の向上を目指した

FD研修 1回であった。その中で、3つのポリシ

ーを踏まえ、各看護分野での講義-演習-実習を

連動させた教育と評価についての FD 研修は、

看護分野での教育の一貫性、教育の重複・不足

内容、シラバス、実習要項を見直す契機となり、

教育改善に役立った。 

(３)福岡医療短期大学 

大学全体の教育改革がさらに加速すること

を目的に、教育・厚生指導・研究・管理運営と

いう 4 つの枠組みによる体系的な FD・SD を実

施（計 12 回）し、教育能力・教育の質等の向

上に繋がったことが教員へのアンケート調査

により確認できた。歯科衛生学科では、「アセ

スメント･ポリシー」に基づき、各授業科目の

一般目標とディプロマ･ポリシーの関連性を検

討し、令和 2年度のシラバスに反映させた。 

(４)最優秀教育改善賞 

福岡歯科大学及び福岡医療短期大学では、教

員の意欲向上並びに教育の質向上及び改善を

図ることを目的に制定した「最優秀教育改善賞

要項」に基づき、令和元年度についても教育活

動において顕著な成果を挙げ、他の教員の模範

となる教員を選出した。 

９）国家試験 

(１)福岡歯科大学 

昨年実施した卒業試験の実施時期の前倒し

を今年度も踏襲し、早期学修の定着を図った。 

歯科医師国家試験合格に向けて、形成試験を

導入し、基準点に達するまで何回も試験を行い

知識の定着促進を図った。また、予備校模擬試
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験・予備校講義の実施及び卒業試験・再試験問

題のブラッシュアップ等様々な対策を講じた。

国家試験の模擬試験結果について、全国の正答

率と乖離がある問題を全教科打合せの会議で

講師以上の教員へフィードバックし、第6学年

の指導に活用した。 

第113回国家試験には、88名が受験し、44名

が合格した。 

(２)福岡看護大学 

国家試験対策学習を目的にグループ学習会

を1～3学年でそれぞれ実施し、第１学年は学生

自身で解剖・生理学オリジナルテキストを完成

させ、第2学年は対策ノートを1年次に引き続き

作成した。第3学年では、積極的かつ自主的な

グループ学習会が運営された。また、模擬試験

を各学年2回実施し、成績低迷者には個別指導

や再試験（1～3年）、また学習会（3年）を実施

した。いずれの結果も、担当教員にフィードバ

ックし、学生への指導を行った。 

(３)福岡医療短期大学 

歯科衛生学科は、卒業試験・国家試験受験者

全員の合格を目指して、対策授業である口腔保

健テーマ別講義の各領域別時間数を見直し実

施した。卒業試験不合格者 15 名に対し再試験

に向けて教員に加え専攻科生（TA）による学力

の底上げを図ったが、5 名が再試験不合格とな

った。国家試験受験予定者のうち成績不振者に

対しては、国家試験までの期間、更なる学力向

上へ向けて個別指導等の学修支援を行ったが、

第 29 回歯科衛生士国家試験は、52 名が受験、

51名が合格し、合格率 98.1%（全国平均合格率

94.3%）であった。 

保健福祉学科は、国家試験対策として模擬試

験を 2回受験させ、課外学修支援を実施した結

果、第 32回介護福祉士国家試験は、受験者 10

名全員が合格し、合格率 100%（全国平均 69.9%）

であった。 

１）研究の質の向上 

(１)研究マネジメント体制の整備等 

福岡歯科大学･福岡看護大学･福岡医療短期

大学における研究活性化の一環として、専任教

員及び医員等を対象に、研究（研修）テーマの

取り組み･進捗状況をまとめ、所属長を経て理

事長に提出させ、理事長はこの報告書をもとに

学長とともに教授（医科系は助教以上）面談を

行い、計画的な研究の実施に向けて指導を行っ

た。 

また、教育研究経費等として、福岡歯科大学

には学長重点配分経費 10,000 千円、病院長重

点配分経費 5,000千円、学術振興基金事業経費

18,600 千円を、福岡看護大学には学長重点配

分経費 2,000 千円、共同研究費 3,000 千円を、

福岡医療短期大学には学長重点配分経費

1,000千円、共同研究費 500 千円を配分した。 

令和元年度の研究業績は、福岡歯科大学専任

教員の総論文数（著書、総説、原著論文、症例

報告等）は 127 編（前年度 185 編）、うち欧文

は 71編であった。 

福岡看護大学の専任教員の総論文数（著書、

総説、原著論文等）は 72 編（前年度 67 編）、

うち欧文は 4編であった。 

福岡医療短期大学専任教員の総論文数（著書、

原著論文等）は 13 編（前年度 14 編）、うち欧

文は 2編であった。（別表 1） 

２）研究ブランドの確立 

(１)私立大学研究ブランディング事業 

学長のリーダーシップの下、大学の特色ある

研究を基軸として、全学的な独自色を大きく打

ち出す取り組みを行う私立大学・私立短期大学

に対し、経常費・設備費・施設費を一体として

重点的に支援する事業である。 

① 福岡歯科大学 

平成 29 年度に「高齢者ヘルスプロモーショ

ンと地域包括ケアへの口腔医学の展開～要介

護化防止と誤嚥性肺炎ゼロを目指して～」の事

業名で採択され、今年度は、同事業の柱である

3つの研究チームによって、事業計画に沿って

研究を進展させた。また、12 月には福岡歯科

大学学会総会において、研究成果発表会を実施

した。なお、当初令和 3 年度までの事業計画で

あったが、文部科学省からの通知により、今年

度をもって支援終了となった。 

② 福岡医療短期大学 

平成 29 年度に採択された同事業「口腔機能

向上でイキイキ長寿社会の実現－話そう・食べ

よう・いつまでも－」の事業活動の一環として、

研究成果報告会、公開講座を各１回開催したほ

か、複数学会において事業の広報活動を行った。

なお、当初令和 3年度までの事業計画であった

が、文部科学省からの通知により、今年度をも

って支援終了となった。 

(２)福岡看護大学 

大学の研究ブランドの確立を目指して、看護

学・口腔医学共同研究準備委員会を中心組織と

して「看護分野における口腔ケア・口腔ケア教

育」に関する臨床看護研究を継続的に推進した。 

成果の一部は、論文として昨年に引き続き欧

米雑誌等に掲載された。また、日本で最大規模

２．研究の活性化 
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の日本看護科学学会で、口腔ケアの看護研究の

展開に関する交流集会が、昨年に引き続き 2

年連続で採択され、共同研究を可能にするネッ

トワークの基盤作りに努めた。また、令和 2

年 3月に口腔ケアに特化した看護系書籍「看護

で教える最新口腔ケア」（A4判全 306貢）を上

梓した。 

科学研究費助成事業（日本学術振興会）では、

口腔ケア関連テーマで 6 件の新規採択を獲得

し、研究ブランドを推進させた。 

３）「学生研究支援プログラム」の実施 

歯科大学では、リサーチ・スチューデントと

して低学年を中心に 6名が採用され、勉学の傍

ら研究にも従事し、研究マインドの醸成を図っ

た。 

４）再生医学研究センター 

専任教員を中心とした多数の研究者が組織

再生療法の実践に向けて研究を進めている。今

年度の具体的な研究内容は、1）歯周組織再生

療法の確立および分化誘導の工夫[(1)スフェ

ロイド培養法による骨分化誘導の促進、(2)骨

分化誘導へのオートファジーの役割、(3)脱分

化脂肪細胞（DFAT）を用いた骨分化誘導法、(4)

セメント質誘導の確立、(5)多細胞から構成さ

れる組織化スフェロイドの開発、（6）Scaffold

材料の開発]、2）歯周組織の加齢および細菌感

染への対応、3）歯根形成への抗がん剤への影

響および4）幹細胞におけるオートファジーの

役割である。また、文部科学省私立大学研究ブ

ランディング事業の“組織再生チーム”として、

令和元年度計画「幹細胞スフェロイドでの骨分

化およびセメント質分化法の確立」の研究を進

めた。 

令和元年度の成果としては、センターに所属

した2名の大学院生が学位を取得した。学会報

告としては、所属大学院生を中心として国内外

で5報の発表を行った。また、論文はインパク

トファクターのある英文雑誌に5報掲載された。

さらに、今年度は1名のリサーチ・スチューデ

ント（学部学生）がセンターで研究を行った。

これらの成果は、大学院生及び学部学生の研究

中核機関としての役割を果たしているものと

考える。 

なお、本センターは、「福岡歯科大学･福岡

看護大学･福岡医療短期大学口腔医学研究セン

ター」に統合され、令和2年3月に廃止した。 

５）口腔医学研究センター 

令和元年 6 月より、開設準備に入り都合 5

回の準備委員会を経て、10 月１日に「福岡歯

科大学・福岡看護大学・福岡医療短期大学 口

腔医学研究センター」が開設された。本センタ

ーでは、これまでの先進的かつ独自性の高い研

究活動を一層推進・拡充し、ブランディング強

化を図るため、「常態系」、「病態系」、「再生系」、

「臨床歯学系」、「医学系」の 5つの口腔医学プ

ラットホーム（PF）を構築した。学園 3大学か

ら 32 名の研究者を選抜し、それぞれを適切な

PFに配した。各 PFでは口腔の健康は全身の健

康を守るという「口腔医学」のコンセプトに基

づいた共通目標のもと、独自の先駆的研究に取

り組むとともに相互の連携研究にも取り組む。

その結果として、本学園からの取り組みとして

国内外から認知される成果を発表することを

目標として活動を開始した。 

12月 19日には福岡歯科大学 501講義室にお

いて「福岡歯科大学・福岡看護大学・福岡医療

短期大学 口腔医学研究センターキックオフ

シンポジウム」を開催し、理事長ならびに学長、

センター長の挨拶の後、5 つの PF の各リーダ

ーが、各 PF の到達目標や構成員と研究内容を

紹介した。 

６）アニマルセンター 

令和元年度の動物実験計画承認書の申請件

数は 20件で、動物種の導入はマウス（SPF含む）

が 539匹、ラットが 45匹、カエルが 74匹、犬

6 匹を導入し、ほとんどの動物種で昨年度と比

して飼育頭数が増加し、研究活動の活性化が見

られた。また、アニマルセンター使用者講習会

は、更新者（4 年毎）25 名、新規登録者 16 名

が受講した。また、12月に日本実験動物学会が

実施する動物実験に関する外部検証を受審し、

評価結果に基づき、関係規則等の改正を行った。 

７）科学研究費助成事業の獲得 

科学研究費助成事業の獲得状況は、別表

2(歯科大学)、別表 3（看護大学）、別表 4(短期

大学)のとおり。歯科大学では平成 30年度と比

して、採択件数 77件から 74件と 3件減となり、

採択金額も 5,850千円減少した。看護大学では、

採択件数 9 件から 15件と 6 件増となり、採択

金額は 8,100千円増加した。短期大学では、採

択件数は 2件で前年度と変わらず、採択金額は

1,400千円増となった。 

科研費獲得に向け、恒常的に研究助成金を獲

得している教員による FD 及び研究計画書のブ

ラッシュアップを実施するなど、全学的に外部

資金獲得マインドの向上を図っている。 

８）研究倫理の確立 

8月に「研究不正を防止するための研究倫理

意識の向上」の FD講演会を実施し、歯科大学、

看護大学、短期大学の教職員及び大学院生を含

む 140名が受講した。なお、未受講者について

は、当日撮影した DVDによるビデオ講演会の受
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講を課し、研究に関わる教職員全てが受講でき

る環境を整えた。また、10 月に新規の研究者

を対象に「人を対象とする医学系研究に関する

倫理指針」及び「ヒトゲノム・遺伝子解析研究

に関する倫理指針」に基づき、「人を対象とす

る研究の倫理および研究の実施に関する講習

会」を開催し、合計 25 名が参加した。なお、

その後受講を希望した研究者については、ビデ

オ講習会を開催し、令和元年度は計 45 名が受

講した。 

 

３．学生の支援等 
 

１）修学等の支援 

(１)修学支援システム及び主体的学習支援体

制の整備・充実 

① 助言教員制度･チューター制度の活用 

歯科大学では、低学年教育や CBT試験等の学

年固有の課題解決のため助言教員 FD を開催し、

助言教員と学生とのコミュニケーションの取

り方及び学修指導方法等について協議した。特

に指導が必要な学生に対しては個別面談を適

宜実施する等、学生に対する適切な指導を行っ

た。また、今年度初めて保護者に対して助言教

員等が大学の取り組みや修学状況等を説明す

る「学年説明会及び個別面談」を 8月に実施し、

その後の保護者アンケートでは大変高い評価

を得ることができた。 

看護大学では、昨年度に引き続きチューター

教員による定期面談を 4月、9月と 2回実施し

たほか、欠席過多、成績不振学生などについて

は、保護者を交えた三者面談も含め、学生との

面談を繰り返すことで細かい学生指導を行っ

た。 

短期大学では、対人関係や成績不振に悩む学

生に対し、学年担任・助言教員制度を活用し、

本人や保護者を含めた面談を実施した。また、

学修ポートフォリオを活用し、学修指導等を行

った。 

② スチューデント･アシスタント(SA)制度の

活用 

歯科大学では、学生及び大学院生等が、学生

に対する学習支援や学生生活支援業務に従事

することにより、学生相互の成長を図ることを

目的に、4 月に SA を募集、38 名を採用し、指

導終了後は報告書を提出させる等、適切に運用

した。なお、6 月と 12 月に研修会を開催し、

資質向上を図るとともに、今後の課題について

検討した。SA 自身の成長とともに、留級生を

含む学生の学習意欲が高まった。 

③ ティーチング･アシスタント(TA)制度の活

用 

歯科大学大学院では、ティーチング･アシス

タントの資質向上を目的とした研修を 7 月に

実施し、学部学生に対する教育改善・授業改善

への貢献意欲を高めた。 

 短期大学では、教育の活性化を目的とし、専

攻科生 20名を TAとして採用し、採用者は、指

導方法の研修を受講後、学科学生の学修支援

（課外学修）等を行った。 

④ 多様な学生に対応した将来の進路を含めた

指導の実施 

歯科大学では、昨年同様、助言教員が日々学

生の指導を行ったほか、学生相談室での面談並

びにオフィスアワーにおいても修学上の問題

等について個別の面談や相談を実施した。また、

休退学に関して学生や保護者からの多くの相

談に、学生部長、学生部次長、助言教員が個別

に丁寧に対応した。 

看護大学では、将来の進路の多様性を知る機

会を与えることで、現在の勉学のモチベーショ

ンアップにつながることを期待し、「看護の仕

事」と題して、専門領域ごとの看護師の役割、

助産師や保健師の仕事内容、働き甲斐などにつ

いてのガイダンス及び相談会を昨年度に引き

続き 4回実施した。また、9月 4日に第 1回目

の就職合同説明会を実施し、学生の就職への意

識を高めることができた。 

短期大学では、成績不振学生に対する補習授

業を、土曜日を含めた課外時間や休暇中に実施

し、未取得科目の軽減と学力向上へ努めた。ま

た、就職へのモチベーションアップのため、開

業歯科医院等に参加を依頼し、就職ガイダンス

を開催した。 

⑤ 修学支援の実施 

 歯科大学では、昨年同様、第１学年の成績不

振者及び希望者を対象に、理数系基礎科目 3

科目の修学支援を実施した。 

看護大学では、昨年度に引き続き定期試験の

一週間前から、通常より 30 分繰り上げて図書

館を開館し、学生の勉学支援を図った。また、

教育環境をより充実させるため、実習準備室を

看護実習室へ変更する改修工事を行った。これ

に伴い、実習準備室及び売店を新築の増築棟に

移設のうえ、売店の跡に学生ラウンジを増設し

た。 

短期大学では、実習の予習復習に活用できる

e-learning 教材を蓄積し、学生の課外学修を

支援した。 

⑥ 講義録画システムの活用 

歯科大学では、私立学校施設整備費補助金の

助成を受け、口腔医学教育の推進事業として設
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置されたマルチメディア装置を引き続き活用

し、授業内容を復習する等学生の自学自習を促

進した。 

⑦ 情報図書館蔵書情報の整備等 

昨年度に引き続き蔵書情報の整備の一環と

して、図書システムにより、学園全蔵書の 3

分の1に当たる約5万冊の歯科大１階保存書庫

の製本雑誌の点検整備を実施した。 

また、利用者サービスの一環として、「田中

健藏基金」からの支援により、学生が口腔医学

の高い専門性を支える教養を身に付けること

を目的として、歯科大図書館に岩波新書等を新

たに購入した。 

(２)高校等との連携推進 

歯科大学・看護大学・短期大学は、口腔医療・

口腔保健・口腔介護を志向する中高生を支援す

るため、延べ 8校から 271名の職場体験・上級

学校体験を受け入れ、3 大学合わせて延べ 58

名の教職員が参加し、中高生の興味に応えた。 

歯科大学では、依頼のあった高校に出向いて

講義を実施し、オープンキャンパスでは教員の

講話、模擬実習体験及び在学生との交流等を通

し、参加生徒に対応した。 

看護大学では、依頼のあった高校に出向き、

出張講義・進学ガイダンスを実施し、オープン

キャンパスでは教員の模擬講話、看護体験及び

在学生との交流等を通して、参加した生徒の興

味に応えた。 

短期大学では、高校教員対象オープンキャン

パスを実施し、7校の参加を得た。また、オー

プンキャンパス時に専門教育に関連する実習

体験や模擬授業を実施することで、向学心のあ

る参加学生等に対応した。 

(３)文部科学省「高等教育の修学支援新制度

(高等教育無償化)」の対象校に選定 

 10 月に、文部科学省が実施する意欲ある子

どもたちの進学を支援するため、授業料・入学

金の免除または減額と、返還を要しない給付型

奨学金の大幅拡充による高等教育の修学支援

制度(高等教育無償化)の対象校として、歯科大

学、看護大学、短期大学の 3大学が選定された。 

(４)学生の経済支援の充実 

歯科大学では、昨年度に引き続き学生共済会

等との連携のもと各種奨学金の案内及び手続

きを適宜行った。また、学業成績が特に優秀で

品行方正かつ健康な学生に対して、各種特待生

制度を実施した。経済的に困難な学生に対して

適切に相談を受け、授業料減免や学生納付金納

付猶予等の支援を行った。 

看護大学では、昨年度に引き続き各種奨学金

の周知とその申請手続きの支援等を適宜実施

した。また、本学独自の看護職育成奨学金制度

の周知を行い、個別に学生相談を実施した。学

業成績が特に優秀で品行方正かつ健康な学生

に対して、特待生制度を実施した。 

短期大学では、各種奨学金の案内及び手続き

の支援や経済的に困難な学生の相談を受け、学

生納付金納付猶予等の支援を適宜行ったほか、

学業成績が特に優秀で品行方正かつ健康な学

生に対して、特別奨学生制度を実施した。 

(５)福岡歯科大学学生後援会・学生共済会・同

窓会との連携 

① 7 月～9 月に 17 地区で開催された学生後援

会支部懇談会に、本学から役職教員が出席し、

本学の現況、学生の学業成績等について説明し、

保護者の協力を要請するとともに保護者から

の要望も聴取し、11 月には支部懇談会終了後

の報告会において回答を行った。 

② 学生共済会は、5月に理事会･代議員会合同

会議を開催し、前年度の事業に関する決算等に

ついて審議を行った。また、3 月の理事会･代

議員会合同会議は新型コロナウイルスの影響

で書面による会議とし、学生支援等の事業計画

を決定した。 

③ 同窓会については、6 月に開催された同窓

会定時総会懇親会及び定例懇談会に理事長、役

員が出席し、意見交換を行って連携を図った。  

また、5 月 26 日には同窓生オープンキャン

パスを開催し、理事長、大学長ほか、役職教員

等及び同窓会役員が出席して、参加された同窓

生とその子弟らに学内施設見学や大学及び入

試の概況説明を行った。 

(６)福岡看護大学学友会･学生後援会との連携 

看護大学では、大学長、学部長、学生部長等

が出席し、6月に福岡看護大学学友会総会を開

催し、学友会の役割と平成 31 年度予算案につ

いて協議した。 

10 月には、学部長、学生部長等が出席のも

と、学生後援会理事会及び懇親会を開催し、看

護職育成奨学金貸与者の決定、オープンキャン

パスの予定のほか、学生の支援のために実施す

る諸事業について報告し、令和元年度予算の修

正等について協議した。また、1月にも、学生

後援会理事会を開催し、令和元年度決算及び令

和 2年度予算等について協議した。 

２）学生の受け入れ 

(１)学生募集活動の強化と多様な選抜方法の

策定 

歯科大学では、入試広報について、入試委員

会を中心に検討のうえ交通広告や SNS 等を活

用した広報活動の強化及び予備校の複数回訪

問、新たな専願特待生制度の導入等を行った。

指定校については、昨年に引き続き 50 校とし

た。 
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口腔歯学部の志願者数は 218名で、入学者数

は 88名、大学院は 15名であった。 

看護大学では、入試委員会を中心に学生募集

のあり方を検討し、全教員により高校訪問対象

校に対して複数回訪問したほか、九州内で実施

された進学説明会への参加（12回）、高校生の

大学見学の受け入れ（1 校）を積極的に行った。

指定校については、昨年度の入試結果等を踏ま

え、昨年同様の 52 校とした。また、学生募集

については、本学の特色である口腔医学を取り

入れた新しい看護学や well-being の考え方に

ついて高校生や教員、保護者に説明した。志願

者数は昨年比 6％減の 399 名、競争倍率は昨年

同様 1.9倍となり、107 名(募集定員 100名)が

入学した。 

 短期大学では、高校訪問の訪問結果の分析、

フィードバックを引き続き行い、次の訪問時の

対策に繋げた。 

歯科衛生学科では、オープンキャンパス・入

試日程ともに実施回数を一昨年並に増加し、ホ

ームページをこまめに更新する等受験生確保

に努めたが、定員 80名に対し入学者 47名とな

った。専攻科は、定員 20 名を上回り、学外入

学者 4名を含む 23名の入学者を確保した。 

(２)入試広報機能の充実等 

各大学の授業の様子や学生生活等の情報に

ついて、学園および各大学の SNS公式アカウン

トより発信した。また、昨年度末リニューアル

した福岡歯科大学のホームページについて、情

報掲載のためのシステム操作説明会を実施し、

情報発生源の部署からタイムリーな情報発信

ができるように運用面を整備した。 

３）介護福祉士実務者学校（通信課程） 

平成 29 年 4 月に開講した介護福祉士実務者

学校（通信課程）は、歯科衛生学科の令和 2

年度入学者から、2年次科目「介護研修Ⅰ～Ⅴ」

として開講することを決定した。 

 

１）地域連携センター 

本学園キャンパスは、歯科医師、看護師、歯

科衛生士、介護福祉士を養成する三大学の教育

機関を核とし、敷地内に医科歯科総合病院、介

護老人保健施設を設置しているという特色が

ある。地域連携センターは、地域団体との連絡

調整を行って本学園全体の地域貢献の取り組

み（別表 5）を支援してきた。特に教育機関と

しての特色を活かして口腔医学を地域に展開

してきた公開講座等については、別表に整理し

た（別表 6）。新型コロナウイルス感染症とつ

きあいながらの、超高齢社会における大学の地

域貢献のモデルづくりの模索が新たに課題に

加わった。 

(１)社会貢献活動における連携団体 

① 福岡学園の所属する田村校区自治協議会及

び社会福祉協議会との連携活動として、地域カ

フェ「かふぇもりのいえ」を公民館、学園関連

施設において毎月１回開催し、通算 53 回とな

った（今年度 11回開催、延べ 1,231名参加(前

年比 11％増)、3 月以降は新型コロナ感染症流

行拡大のため開催を見合わせ中）。地域と学園

教職員・学生との人的交流は、田村自治協議会

主催の夏祭り・運動会への三大学学生ボランテ

ィア参加、ならびに本学園の学園祭への地域の

子供会チーム等の参加などで行われた。 

② UR 九州支社との包括連携協定に基づいて、

星の原団地自治会との連携のもとで地域カフ

ェ、子ども食堂への学生ボランティア参加を支

援した。また、団地住民向け健康講座（UR 

Community College星の原校）4回を主催した。 

③ 野芥校区自治協議会・早良区社会福祉協議

会・福岡未来創造プラットフォームの連携のも

とで同校区子ども食堂に 6 回にわたり歯科大

学ならびに看護大学の学生ボランティア延べ

39 名を派遣し、参加小学生の調理実習ならび

に学習支援を行った。 

④ 早良区地域保健福祉課ならびに福岡市歯科

医師会早良支部との学官民連携に基づいて、早

良区のアクティブシニア世代に対するオーラ

ルフレイル予防事業を立ち上げた。パイロット

事業の準備のため、オーラルフレイル・口腔機

能低下症の診断と治療についての早良支部歯

科医師対象の講演会（2回）に訪問歯科センタ

ー教員を講師派遣した。 

⑤ 早良区地域保健福祉課と連携し、年次恒例

健康イベントに口腔がん検診のブース出展を

継続した。 

⑥ 福岡市歯科医師会、糸島市歯科医師会と連

携し、「第 44回福岡市民の健康を歯と口から守

る集い」（6 月 9 日）、「糸島市民の歯の健康の

つどい」(6 月 8 日) に医科歯科総合病院歯科

医師・歯科衛生士を派遣した。また、福岡市歯

科医師会早良支部と連携し、「早良区健康まつ

り」（10 月 10 日）に口腔がん検診歯科医 2 名

を派遣した。 

⑦ 早良区医師会主催の医療職向けならびに一

般市民向けオーラルフレイル予防講演会に講

師派遣を行った。 

⑧ 七隈線沿線三大学連携協議会（福岡歯科大

学、福岡大学、中村学園大学）で定例開催され

ている健康イベント、栄養クリニック健康セミ

ナー、シンポジウムへの講師、運営スタッフ派

４．社会との連携・貢献 
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遣を継続した。また、七隈線沿線三大学学生交

流の試みとして、福岡大学七隈祭実行委員を本

学学園祭にゲスト審査員として招聘した。 

⑨ 福岡未来創造プラットフォームは、昨年度、

福岡都市圏 15大学、福岡市、福岡商工会議所、

福岡中小企業経営者協会が参加し発足したも

ので、野芥校区学習支援、中村学園大学栄養科

学部大学院生の歯科大学施設利用臨地実習を

引き続き実施したほか、今年度から開講した市

民向けリカレント教育講座「子どもの貧困を科

学する」に参画した。 

⑩ 近隣の公立中学校 5 校、私立高等学校 2 校

の生徒を受け入れ、医療関係職の職業教育、な

らびに養成課程に関する教育の支援を継続し

た。 

⑪ 近隣の介護事業所ネットワークとは、早良

第 9圏域地域ケア会議を通じ、医科歯科総合病

院における医療介護連携を日常的な交流を持

つが、全国的な認知症啓発イベント「Run伴」

の早良区での主催団体として、本学学園祭ゲス

トとしてステージ提供に関する連絡調整を担

当した。 

⑫ 近隣病院・医院・介護事業所等の医療関連

職や団体とは、医科歯科総合病院における医療

連携を通じて日常的な交流を行ってきたが、今

年度からリカレント教育の場「連携の会」を創

出し、研鑽と交流を深める基盤を固めた。 

(２)地域住民向け健康教育等の公開講座開催 

① 福岡歯科大学公開講座は、医科歯科総合病

院健康講座として実施した。企画開催にあたっ

ては、昨年度から七隈線ターミナル駅の商業施

設会議室で開催している。取り上げたテーマは、

胃、肝臓、胆嚢、膵臓の疾患、鼠径ヘルニア、

乳がん、難聴、アレルギー、肩・腰・膝の整形

外科的疾患、腸内細菌叢と全身の健康との関わ

りとバリエーションに富み、地域住民延べ 137

名（前年比 63%増）が受講した。来聴者のほぼ

半数がリピーターであることから、より多くの

インフルエンサーを獲得して地域の中での存

在感を高める足がかりを得たと判断した。 

② 看護大学公開講座は、「今から始める肺炎と

慢性閉塞性肺疾患の予防」のテーマを 9 月 5

日に開催され、130名が受講した。 

③ 短期大学公開講座「口腔がんを考える」は

9月 29日（日）に開催され、111名が受講した。

それぞれに地域住民のニーズを分析し魅力的

なテーマを構成し、盛会となった。 

④ 出前講座は、福岡広域都市圏の主催団体か

らの要望に応じて教職員を地域の公民館等に

派遣して実施する地域住民向け講演で、48 回

（昨年比 33％増）実施し、1,196 名（昨年比

14％増）が受講した。このうちの 18 件は、オ

ーラルフレイルとその予防に関連するテーマ

であった。また、現在は校区社会福祉協議会で

主催している「ふれあいサロン」からの講演依

頼が多く、主宰者に積極的に講座に関する情報

提供を行っている。 

 また、歯科大学、短期大学の研究ブランディ

ング事業の一環として、コミュニティカフェ

「かふぇもりのいえ」では、延べ 1,231名の参

加者に対して「介護予防」、「子育て支援」など

の健康情報を提供するとともに、歯科無料相談、

介護無料相談、内視鏡医療相談を 12 回実施し

た。 

 UR 星の原団地では、歯科大学・看護大教員

による健康講座提供と健康調査の取り組みを

開始し、説明会、健康講座を開催し、新型コロ

ナ感染症流行期となってからはチラシによる

健康情報の広報に切り替えて継続した。 

⑤ 超高齢過疎地区（早良区板屋地区）におい

て、住民健康診断を実施（8 月 16 日）し、結

果報告ならびに健康相談（9 月 20 日）を行っ

た。 

⑥ 地域の保健所、歯科医師会主催の健康イベ

ント（「福岡市民の健康を歯と口から守る集い

（6月 9日(日)開催、福岡市歯科医師会主催）」、

「歯の健康のつどい」（6月 8日（土）、糸島市

歯科医師会主催）に歯科医師、歯科衛生士を派

遣し、「口腔がん検診」を実施し、相談を通じ

て口腔医学の理解を深め市民の健康管理に貢

献した。 

⑦ 大学連携（七隈線沿線三大学合同シンポジ

ウム、福岡未来創造プラットフォーム）事業と

して、中村学園大学栄養クリニック健康フェス

ティバルに歯科医師を派遣し、参加市民の口臭

測定を行い、健康アドバイスを積極的に行った

（地下鉄七隈線沿線三大学連絡協議会健康ワ

ーキング活動の一環、6 月 8 日(土)開催）。ま

た、野芥校区子ども食堂における健康衛生教育、

リカレント教育プログラム「子どもの貧困を科

学する」の企画実施に参画し、口腔の健康から

子育てを支援した。 

(３)医療介護従事者向け生涯研修・リカレント

教育講座開催 

① 福岡歯科大学学会特別講演を通じて、三大

学教職員を始めとする学会員に向けてメイン

テーマ「口腔医学研究の活性化―未来に輝く大

学を目指して―」についての生涯研修の場を設

けた。 

② 医科歯科総合病院では、初めての取り組み

として本年度「連携の会」を開催し、近隣の医

療介護従事者を対象とした多職種入り混じり

のリカレント教育の場を創設した。また、臨床

研修医対象に開講している臨床セミナーを広

く公開している。 

③ 歯科大学では、大学院特別講義を口腔医学
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専攻の大学院生のみならず広く教職員等に公

開した。また、同窓生や開業歯科医師等を対象

とした卒後の生涯研修やセミナー等を開催し、

口腔医療を実践できる人材の育成と最新の医

療情報の発信に努めた。令和元年度は生涯研修

8 プログラム（「嚥下リハと訪問歯科に役立つ

知識」、「スプリント治療実践セミナー」、「口腔

インプラント初級講習会」、「スケーリング・ル

ートプレーニングに役立つ知識」、「歯科組織再

生セミナー」、「睡眠時無呼吸マウスピース治療

実践セミナー」、「見逃さないぞ、口腔がん！鑑

別診断セミナー」、「第 6世代の NiTi Fileを用

いた根管形成法の実際」）を開催し、113 名が

参加した。また、同プログラムの充実のため、

プログラム内容等について、福岡市歯科医師会

学術委員から意見聴取を行い、プログラム編成

および開催日設定に反映させた。 

④ 短期大学では、リカレント教育として文部

科学省の委託を受け、平成 21・22 年度に実施

した「歯科衛生士の口腔機能向上スキルアップ

講座」の経験を踏まえ、令和元年度は「口腔機

能低下症～診断から対応まで～」をテーマに歯

科衛生士・歯科医師等を対象に 2日間のアドバ

ンスコースとしてスキルアップ講座を開講し、

20名に修了証を授与した。 

２）医科歯科総合病院 

(１)患者数等 

外来患者・入院患者総数等は表 9 のとおり。 

表 9 外来患者・入院患者総数等 

 
外来患者総数(人) 入院患者総数(人) 

元年度 対前年比 元年度 対前年比 

医科 52,915 3.7%減 6,480 12.8%減 

歯科 141,328 4.9%増 4,501 0.4%増 

合計 194,243 2.6%増 10,981 7.8%減 

１日当 759.8 － 30.1 － 

平均在

院日数 
－ － 8.7日 － 

病 床

稼働率 
－ － 60.1% 7.8%減 

医療収入は 17億 7,445万円（前年比 1億 2,445

万円増）であった。 

(２)安全で良質な医療の提供 

① 病院組織の充実 

 昨年度に引き続き、患者に高度で専門的な医

療を施す目的で、がんリハビリテーション管理

料算定のための講習会に多職種計 6 名（医師、

言語聴覚士、理学療法士、看護師）を派遣して

修了証を取得し、認定者は合計 12名となった。

また、摂食・嚥下障害看護認定看護師教育課程

のために試験を受験させた。 

② 診療体制の整備・確立 

令和元年度においては、医科 23 科、歯科 4

科、訪問歯科センター(29年 10月)、内視鏡セ

ンター(29 年 11 月) 、小児口腔外傷センター

(30年 10月)が協働で地域医療の充実に貢献す

るとともに、令和元年 11 月に摂食嚥下・言語

センター(ことばと飲み込みのケアセンター)

を設置し、医科・歯科連携の多職種でことばや

飲み込みの問題に対して専門的な医療の提供

を開始した。 

③ クリティカルパスの活用 

クリティカルパスの活用を図り、令和元年度

には 1例の新規パスを追加作成し、パス使用症

例は 1,021例（昨年度 749 例）と増加した。 

④ サービスの向上 

ア）職員のマナーアップ等 

患者のご意見や医療相談室に寄せられた相

談 115件について、医療相談室及びサービス・

マナー向上委員会において検討し、より質の高

い医療の提供に向けて医療担当職員及び事務

職員のマナーアップにつなげる指導等を実践

した。 

イ）院内イベントの充実 

歯科大学の写真同好会学生、陶芸同好会学生

の協力を得て、昨年に引き続き病院ホール・廊

下において「写真展」及び「陶芸展」を開催し、

心の癒しの場とした。「陶芸展」については、

10月 9日から 10月 16日に開催し、「写真展」

については常時開催し、四季折々の風景写真を

季節に合わせて展示した。 

⑤ 土曜診療の充実 

令和元年度の土曜日における 1 日外来患者

数平均は歯科 65.5人（30 年度 64.8人、29 年

度 66.8 人)、医科 56.6 人（30 年度 60.2 人、

29年度 48.6人）、合計 122.1人（30年度 125.0

人、29 年度 115.4 人）となり、患者数は、平

日の 6分の 1程度であるが、土曜日の診療によ

り地域の方々の利便性を確保し、地域貢献を果

たしている。 

⑥ 歯科医師臨床研修の充実 

令和元年度歯科医師臨床研修は、43 名（複

合型研修プログラム 33 名、単独型研修プログ

ラム 10 名）が研修を行い、令和 2 年 3 月 26

日に修了証を授与した。 

⑦ 多職種連携による診療体制の充実 

 昨年度に引き続き多職種連携のもと摂食嚥下

カンファレンスを毎月実施している。令和元年

度は、医師（耳鼻咽喉科）、歯科医師（口腔外

科含む）、歯科衛生士、言語聴覚士、理学療法

士、作業療法士、看護師、介護福祉士を含む延

べ 191名の参加者を得た。なお、カンファレン

スでは、外来患者及び入院患者 23 名の摂食嚥

下障害の症例検討を行ったほか、嚥下機能評価

法、栄養補助剤、嚥下造影読影法などに関する

講義及び嚥下内視鏡の操作並びに読影に関す
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るハンズオンセミナーを含む 12 回のレクチャ

ーを実施した。九州大学病院及び近隣の病院、

介護施設からの参加者も迎えており、摂食嚥下

障害を有する患者に関して地域の病診連携の

基盤として機能している。 

(３)病院管理体制の強化 

① 病院情報システムの管理 

昨年度に引き続き患者個人情報保護の観点

からパソコンや USB における患者情報管理に

ついての内部監査を各診療科に対して実施し、

情報セキュリティ管理体制を確認した。 

② 看護師の安定雇用 

看護体制等検討委員会にて、看護師の離職状

況を予測して、早めに求人対応することによっ

て看護師の充足率低下を防ぐこととしていた

が産前産後休暇取得者、病気休暇者が予想外に

多かった。 

③ 適正な保険診療教育の実施 

適正な保険診療に関する講習会（7月 10日）

を開催するとともに、会計入力データのチェッ

ク及び会計不備データの修正について、毎月、

保険審査委員会及び科長会において指導した。

また、年に 3回無作為に入院患者の入院診療録

を抽出のうえ監査を行い、監査結果を病棟運営

委員会において報告し、適正な診療録の記載に

ついて指導した。 

④ 災害訓練の実施 

病院大災害訓練を昨年度に引き続き実施し、

トリアージ訓練を強化する一方、今回は職員に

対して訓練終了後、患者担送方法のミニ講習を

開催した。 

⑤ 患者増対策 

ア)関連福祉施設(サンシャインシティ、プラザ、

センター)と病院との医療連携の向上のため、

各施設との情報交換会を引き続き定期的に開

催し、33名の入院患者を受け入れた。 

イ)各診療科の特色を強調した病院概要を病院

連携室において作成し、関連施設に広報した。 

⑥ 病院における物流管理 

 物流管理システム（SPD）を平成 31年 4月よ

り運用を開始し、定数配置を行い、効率的な運

用が図れた。 

(４) 病診・病病連携体制の確立 

① 病診連携室の充実 

病診連携室にソーシャルワーカー1 名を増

員し、地域の医院・診療所等との連携を図り、

紹介患者数の増加、入院時・退院時の患者支援

を充実させた。 

また、11月 21日に地域の病院・医院・診療

所の医師・歯科医師に対して本院に紹介された

患者の症例報告、本院の医師・歯科医師による

講演会(連携の会)を開催し、地域の医師・歯科

医師(39施設、51名)との連携を推進した。 

② 地域との連携 

令和元年度の訪問歯科センターは、福岡県・

福岡市歯科医師会とのさらなる連携体制の充

実とこれまでの居宅、施設および病院での訪問

診療体制の見直し・発展を目標として診療を実

施してきた。 

歯科医師会とのさらなる連携体制の充実の

実績として、1)歯科訪問診療マッチングシステ

ムの完成および後方支援病院としての診療体

制の充実、2)済生会福岡総合病院を中心とした

がん診療連携において、本院とかかりつけ歯

科・がん診療連携歯科での周術期口腔機能管理

連携体制の構築、診療可能歯科診療所リストの

作成、3)福岡県歯科医師会との災害時歯科医療

支援等体制の構築を行い、社会貢献に努めた。 

なお、居宅・施設及び病院での訪問診療実績

としては、延患者数が前年度比 116.2%、診療

収入が前年度比 113%と増加した。 

また、本院入院患者に対する周術期口腔機能

管理や誤嚥性肺炎予防および重症化予防のた

めの口腔ケアについても看護部・歯科衛生士部

と診療体制を整えた。 

さらに、昨年度より福岡市から委託された小

呂島離島診療についても専門診療科のサポー

トのもと派遣歯科医師体制の整備を行い、島民

の健康維持に貢献している。 

(５) 地域への貢献 

地下鉄七隈線沿線三大学連絡協議会の健康

ワーキング活動の一環として、6月 8日開催の

中村学園大学栄養クリニック健康フェスティ

バルに歯科医師を派遣し、市民の口臭測定を行

い、健康アドバイスを積極的に行った。 

また、6月 9日開催の福岡市歯科医師会主催

「福岡市民の健康を歯と口から守る集い」、6

月 8日に開催の糸島市歯科医師会主催「歯の健

康のつどい」に歯科医師、歯科衛生士を派遣し、

「口腔がん検診」を実施し、市民の健康管理に

貢献した。 

訪問歯科センター、地域連携センターとの連

携のもとに福岡市歯科医師会早良支部、早良区

地域保健福祉課との学官民連携により地域の

アクティブシニアを対象としたオーラルフレ

イル予防事業のパイロット的取り組みを開始

した。 

３）口腔医療センター 

(１)患者数等 

開院から8年目を迎え、専任歯科医師12名、

歯科衛生士 11 名により、年間患者総数は

28,505人（前年比 0.5%減）、1日平均患者数は

111.1人となった。また、医療収入は 238.6百

万円(前年比 2.1％減）となった。 

(２)実習・研修施設としての活用 
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昨年度に引き続き臨床研修歯科医（単独型プ

ログラム）（複合型プログラム）、福岡医療短期

大学専攻科の臨床実地生及び 3 年次の臨床実

習生を受け入れたほか、福岡歯科大学第 5学年

の臨床実習への参加、また、外部からは九州医

療専門学校歯科技工士専攻科の受託実習生の

受け入れを行い、実習・研修施設としての役割

を果たした。 

(３)セミナー室の活用 

 博多駅前という立地条件を生かし、同窓生や

開業歯科医師等を対象とした大学主催の生涯

研修や同窓会等主催のセミナー等の開催場所

としてセミナー室を活用した。口腔医療センタ

ー主催の生涯研修として、昨年度に引き続き歯

科医師を対象とした「スプリント治療実践セミ

ナー」（参加者：7 名）、「睡眠時無呼吸症候群

マウスピース治療実践セミナー」（参加者：22

名）大学との連携 1 件「ＳＲＰ実践セミナー」

（参加者：24名）を開催した。 

４）介護老人保健施設 

(１)利用者数 

施設の独立した採算と業務改善を目指して、

令和元年度は施設活性化検討委員会を月 1 回、

計12回開催し、委員会内にWGを設置するなど、

利用者増、業務改善を図った。さらに、医療機

関、居宅支援事業所等への営業訪問及び問合せ

対応を強化した結果、入所者数も増加し、令和

2年3月の入所者数1日平均は80.5人となり、

令和元年度 1 日平均でも 76.1 人（平成 30 年

度：74.8人）で、前年度比 1.3人増となった。

通所利用者は、新型コロナウイルスの影響で 3

月の利用者数は減ったが、令和元年度 1日平均

は 27.3 人(平成 30 年度 26.5 人)で、前年度比

0.8人増となった。 

サンシャインシティ施設利用者数等は表 10 の

とおり 

表 10 サンシャインシティ施設利用者数等 
利用者

(定員) 

年間利用 

延数(人) 

稼働率

(％) 
対前年比 

１日当平均

(人) 

入所者

(85人) 
27,851 89.5 1.5％増 76.1 

通 所

(40人) 
7,937 68.2 1.9％増 27.3 

(２)教育・実習施設としての活用 

令和元年度から福岡看護大学 3 年生の実習

がはじまり、10グループ 61人（延べ 488人）

を受け入れた。 

また、福岡歯科大学及び福岡医療短期大学の

実習生のほか、福岡看護大学 1年生のフィール

ド研修の受け入れや近隣の福岡大学医学部及

び看護学科の学生実習、中村学園大学栄養科学

研究科博士前期課程学生並びに福岡女子高等

学校の生徒等の実習施設として、延べ 1,207

人を受け入れ、介護福祉実習、口腔介護実習等

を実施した。また、令和元年度（第 6回）福岡

医療短期大学の介護職員初任者養成研修に施

設介護職員を講師として派遣した。 

(３)介護報酬改定 

令和元年度は、消費税率の引き上げに伴う、

介護保険法の改正及び介護職員等特定処遇改

善加算が新設され、利用者家族に料金改定説明

会を行った。 

特定処遇改善加算取得要件の 1 つである介

護職員の資質向上のため、専門性の高い介護技

術習得のための外部研修を積極的に受講させ

るとともに、特定処遇改善手当を新設して介護

職員の処遇改善を行った。 

(４)新型コロナウイルス感染対策 

新型コロナウイルス感染対策として、2月 26

日から家族の面会を全面禁止にしたほか、通所

利用者の送迎時の検温、施設内の消毒、職員の

健康管理等を徹底して感染防止に努めた。 

(５)地域貢献 

地域協力として、昨年度に引き続き月１回の

近隣公園清掃への参加と清掃後の理学療法士

等によるリハビリ体操等の指導を行った。また、

10月 19・20日に開催された「健康まるごと福

岡学園」で介護施設見学・介護無料相談を開催

した。20 日には短期大学主催の「フレイル予

防のサポーター」養成講座(参加無料)を施設内

で開催し、地域の方、施設職員、入所者家族が

参加した。その他、ボランティア団体等の絵手

紙教室や書道教室、ギター演奏等コンサート、

ぺんぎん保育園児・こぐま保育園児の訪問受け

入れ等入所者と交流を図った。 

５）新病院の開設 

(１）病院建替え計画等 

『つなぐ』〔①地域・社会をつなぐ、②教育・

研究・臨床をつなぐ、③「医科」と「歯科」を

つなぐ、④未来へとつなぐ〕を施設計画のコン

セプトとし、平成 31 年 1 月の起工式から本工

事を開始するとともに、設備等に関するヒアリ

ングを実施し、医療機器および什器の備品等の

現況調査ならびに更新精査を行ったほか、医療

情報システム・SPDシステム・受付予約システ

ム等に関する WG による検討を行った。工事計

画は順調に進み、開業予定は令和 2年 9月末予

定。 

６）社会連携 

(１)大学連携事業 

① 「地下鉄七隈線沿線三大学連絡協議会」（中

村学園大学、福岡大学、福岡歯科大学）におい

ては、昨年度に引き続き三大学の特色を生かし
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た教養系共同開講授業科目「食と栄養と健康～

生活習慣病の仕組みと予防～」を開講した。 

また、地域の健康づくりや疾病予防等を通じ

て地域社会に貢献するため、4月に一般市民参

加のウォーキングイベントを、10 月には「ア

ンチエイジングの今」をメインテーマに合同シ

ンポジウムを開催した。 

七隈線沿線三大学の学生交流会（3月）での、

社会貢献活動の連携・協働への模索を支援し、

福岡大学学生代表（学園祭実行委員）による本

学学園祭ゲスト参加を支援した。 

② 「西部地区五大学連携懇話会」（九州大学、

西南学院大学、中村学園大学、福岡大学、福岡

歯科大学）においては、引き続き単位互換科目

を設定するとともに、五大学共同開講授業科目

「博多学」を開講し、教育連携を展開した。ま

た、職員研修の相互開放を実施した。 

③ 「福岡未来創造プラットフォーム」 

 平成 30年 9月に福岡大学が中心となり、「西

部地区五大学連携懇話会」（九州大学、西南学

院大学、中村学園大学、福岡大学、福岡歯科大

学）をベースに、福岡市及び同市近郊の複数大

学、地方自治体、産業界も連携して発足した「福

岡未来創造プラットフォーム」において、5月

に参画大学が 15 大学に拡大し、同プラットフ

ォームに形成した 5 つの WG のうち、関連する

WGに参画し、各種取り組みを実施した。また、

同プラットフォームについては、私立大学等改

革総合支援事業タイプ 3「地域社会への貢献」

へ参画大学として申請し、採択された。 

④ 「大学ネットワークふくおか」（歯科大学を

含む福岡都市圏 19 大学と福岡市、福岡商工会

議所）は「福岡未来創造プラットフォーム」設

立に伴い、5月に発展的に解散した。 

(２)地域貢献活動を基盤にした地域志向教

育・研究の推進 

1年次前期「キャリアデザイン／地域医療」

のカリキュラムに、認知症サポーター養成講座

を組み込み、新入生に対する地域の高齢化への

理解を促した。 

(３)地域包括ケアシステムの構築支援 

地方自治体、医療・介護・福祉団体及び地域

での多職種連携を基盤とした地域包括ケアシ

ステムの構築のため、下記のような支援を行っ

た。 

① 医科歯科総合病院及び口腔医療センター通

院圏域の公民館・自治会からの要請に基づき、

出前講座を 48 件実施し、1,196 名の参加者に

健康情報を提供し、口腔医学のまちづくりへの

展開をすすめた。 

② 早良区保健福祉課からの要請に基づき、早

良区地域包括ケアシステムの生活支援・介護予

防部会に教員を派遣し、地域におけるオーラル

フレイル対策の制度設計を行った。 

③ 福岡市社会福祉協議会等が組織した認知症

啓発イベント「Run伴＋2019」の準備委員会に

教員を派遣し、啓発イベント開催にあたり、学

園祭ステージを会場提供するために田の歯科

祭実行委員会との連絡調整を行った。 

④ 「かふぇもりのいえ」「星の原カフェ・やす

らぎ食堂」「野芥校区学習支援活動」での各種

相談を通して地域包括ケアシステム形成支援

のための地域の課題や医療介護ニーズに関す

る情報収集を行った。 

７）国際連携 

(１)大学間交流等 

① 福岡歯科大学 

ア)リバプール大学歯学部（イギリス） 

4月上旬に 7日間、Phil Smith先生と 2名の

学生が来学し、病院実習等を行うとともに、

Phil Smith 先生は教員及び大学院生を対象に

特別講義を行った。 

一方、4月下旬には、坂上教授及び都留教授、

学生 7名が同大学を訪問し、相互交流を実施し

た。 

イ)ブリティッシュコロンビア大学歯学部（カナダ） 

本学を担当していた UBC のシャー教授退職

に伴い、4月に理事長が同大学を訪問し、今後

の相互交流について再度協定を締結した。 

また、同時期に小島教授及び田中教授、学生

7 名が同大学歯学部学生交換プログラムに参

加した。 

ウ)上海交通大学口腔医学院（中国） 

7月に 6日間で杨秩准教授と学生 6名が来学

し、補綴科、保存科等の病院実習等を行った。 

エ)慶煕大学校歯科大学（韓国） 

2月初旬から 7日間、オクシク副学長と 5名

の学生が来学し、小児歯科、矯正歯科等の病院

実習等を行った。 

オ)中国医科大学口腔医学院（中国） 

11月下旬に8日間で张英准教授ら教員2名と学

生6名が来学し、インプラント科等の模擬実習

を行った。 

なお、令和 2年 3月に予定していた本学と姉

妹校協定を締結している中国の 2 大学(上海交

通大学、中国医科大学)及び韓国の 1大学(慶煕

大学校歯科大学)への教員及び学生の派遣は、

令和元年 12 月から世界的に流行が始まった

「新型コロナウイルス感染症」の影響により中

止した。 

② 福岡看護大学 

ア)リバプール大学（イギリス） 

リバプール大学との協定締結へ向けて、協議

を行い、令和 2年 3月に海外研修を実施する予

定であったが、新型コロナウイルス感染拡大の

ため令和 2年後期以降に延期となった。 
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イ)モナッシュ大学（オーストラリア） 

モナッシュ大学での学生研修を引き続き実

施する方向で学生募集を行ったが、募集定員に

満たなかったため、今年度は実施を見送ること

となった。 

③ 福岡医療短期大学 

姉妹校協定を結んでいる東釜山大学への訪

問は近年の日韓関係により中止が続いている

ため、専攻科のアメリカ研修時の協定校につい

て検討した。 

(２)海外研修派遣 

研究の国際化を図るため、歯科大学では延べ

40 名の教職員及び大学院生を海外に研修派遣

した（別表 7）。看護大学は 5 名の教員を、短

期大学は１名の教員を海外に研修派遣した（別

表 7）。 

 

１）教育･研究組織等の活性化 

(１)福岡看護大学専任教員採用等設置計画変

更及び設置計画履行状況等調査結果 

令和元年度文部科学省による設置計画履行

状況等調査の結果については、指摘事項が付さ

れなかった。大学等設置に係る寄附行為（変更）

認可後の財政状況及び施設等整備状況調査（令

和元年度）結果については、指摘事項（是正）

として「監事の出席していない理事会があるこ

とから、私立学校法に定める監事の職務を認識

し、今後は監事出席の上で開催すること。」が

付された。 

２）人事制度の充実と人材確保 

(１)柔軟で多様な人事制度の構築 

① 任期制教員の再任 

任期満了となる教員（大学：教授 10 名、准

教授 4 名、講師 8名、助教 7 名）（短大：准教

授 1名、講師 2名）の再任について、審議の結

果、再任申請者全員を再任した。 

② 福岡歯科大学教員選考規程の改正 

 病院の将来的な構想を踏まえて、訪問歯科セ

ンターを総合歯科学講座の 1 分野として教員

を配置した。また、画像診断学分野の教員定数

の見直し等を行った。 

(２)大学運営の活性化と人材育成等 

① 人事考課システムの効果的活用 

人事考課の平準化を目的として考課者研修

を行った。 

② 人材育成 

事務職員等の資質向上を目指し、学外の各種

研修会への参加を促進し、事務職員等延べ 88

名が能力向上セミナー、資格講習会等に参加し

た（別表 8）。学内では、教育研究活動等の適

切かつ効果的な運営を図ることを目的とする

SD「IR とは何か？その活用法と歯科大学にお

ける IR活動」等を 8、11月に行った。（別表 9）。

また、西部地区五大学連携懇話会の職員研修

「ビジネスマナー基礎研修」（別表 10）や福岡

未来創造プラットフォーム共同 SD 研修「大学

改革に関する研修（基礎コース）」など、他大

学と連携した研修に事務職員 4 名が参加した

（別表 11）。 

(３)国家公務員準拠の給与改定等 

国家公務員に準拠し、a)俸給表の改定 b)期

末手当 c)住居手当の改定を行うとともに、管

理職手当等の改定を行った。 

(４)嘱託職員就業規程の改正等 

嘱託職員（有期契約者）のうち、理事長が特

に必要と認めた者で、契約限度を超えて雇用す

る職員および定年年齢を超えて雇用した嘱託

職員（無期転換者）について、これまで雇用限

度がない状態であったため、上限の年齢を設け

た。併せて、介護老人保健施設に同様の規則を

制定した。 

(５)役員、顧問、役職教員の選任等 

① 役員等の選任 

ア）熊澤榮三氏の令和元年 8月 31日理事･評議

員辞任に伴い、後任に第 539 回理事会(令和元

年 9 月開催)で大山茂氏を選任。任期は令和元

年 10月 1日から令和 2年 8月 2日まで。 

イ）窪田惠子氏の令和 2 年 3 月 31 日看護大学

長任期満了に伴い、同氏を第 545回理事会（令

和 2 年 3 月開催）で再任。任期は令和 2 年 4

月 1日から令和 5年 3月 31日まで。 

ウ）北村憲司氏の令和 2 年 3 月 31 日短大学長

任期満了による退任に伴い、後任に第 545回理

事会（令和2年3月開催）で田口智章氏を選任。

任期は令和 2 年 4 月 1 日から令和 5 年 3 月 31

日まで。 

エ）香月俊博氏の令和元年 5 月 31 日評議員辞

任に伴い、後任に第 536回理事会（令和元年 5

月開催）で松添裕晃氏を選任。任期は令和元年

6月 1日から令和 2年 8月 2日まで。 

オ）武井俊哉氏の令和 2 年 2 月 29 日評議員辞

任に伴い、後任に第 545回理事会（令和 2年 3

月開催）で吉永修氏を選任。また、新任の評議

員として同理事会において、中畑高子氏を選任。

両氏とも任期は令和 2 年 4 月 1 日から令和 2

年 8月 2日まで。 

カ）松本裕子学事顧問の令和 2 年 3 月 31日任

期満了に伴い、同氏を第 545回理事会（令和 2

５．組織運営及び財務強化･施設整備 
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年 3 月開催）で再任。任期は令和 2 年 4 月 1

日から 1年間。 

② 役職教員の選任  

ア）湯浅賢治氏の令和 2年 3月 31日全身管理･

医歯学部門長の退任に伴い、後任に第 545回理

事会（令和 2年 3月開催）で池邉哲郎氏（口腔

外科学分野･教授）を選任。任期は令和 2 年 4

月 1日から令和 3年 3月 31日まで。 

イ）令和 2 年 3 月 31日副病院長の任期満了に

伴い、城戸寛史氏（歯科診療部門等担当、口腔

インプラント学分野･教授）、川野庸一氏（医科

診療部門等担当、眼科学分野･教授）、樋口勝規

氏（医療安全･危機管理担当、客員教授）の再

任及び中畑高子氏（診療支援部門担当、客員教

授）の新任を第 545回理事会（令和 2年 3月開

催）において決定。任期は客員教授の両名は令

和 2年 4月 1日から 1年間。城戸氏、川野氏は

同日から 2年間。 

３）評価システムの充実 

(１)福岡歯科大学 

「福岡歯科大学の各種方針等」として、「内

部質保証の方針、体制及び手続」等を制定した。

また、学長が委員長を務める自己点検・評価委

員会が中心となって「福岡歯科大学 点検・評

価報告書」を作成した。 

(２)医科歯科総合病院 

平成 30 年 5 月に日本医療機能評価機構機能

種別版評価項目 3rdＧ：Ver.1.1の認定を受け、

令和 2年 5月に提出予定の「期中の確認」のた

めの自己評価を行っている。 

(３）福岡看護大学 

令和元年度事業計画に基づく達成目標の進

捗状況の精査や｢福岡看護大学の現状と課題｣

の作成に向けた検討を自己点検評価委員会で

行った。 

(４)福岡医療短期大学 

令和3年度の短大基準協会の第3期認証評価

受審に向けて準備を開始した。 

４）情報公開の充実 

(１)情報公開等の推進 

① 大学ポートレートに参画するとともに、更

新を継続して行った。 

② 財務情報については、7 月発行の学園広報

誌に前年度決算概要を掲載、9月に学園ホーム

ページで概要に加え財務諸表及び関連データ

を公開した。 

５）危機管理体制の強化 

(１)学校法人福岡学園寄附行為の変更認可 

令和 2年 4月 1日から施行される私立学校法の

改正に伴い、役員の責任の明確化、監事機能の

強化等を盛り込んだ寄附行為変更の認可申請

を令和元年 12 月に文部科学省に提出し、令和

2年 2月 3日付で認可された。 

(２)情報化組織及び管理体制の整備・充実 

①安全・安心な学内 LANを維持するため、新た

な脅威にも対応可能な技術的セキュリティ対

策についての調査・見直しを行い、来年度にネ

ットワーク不審通信検知機（内部対策）につい

て導入することを決定した。 

②セキュリティ講習の資料について、時代に即

した内容で見直しと改版を行い、改版した内容

で講習を行った。 

③OS のサポート終了に伴い、対象機器を計画

的に更新した。 

(３)医科歯科病院の災害時危機管理対策 

 昨年度立ち上げた「大規模災害対策ワーキン

ググループ」で検討した大規模災害に対応した

訓練を昨年度に引き続き10月29日に実施した。 

(４)内部監査 

監査環境の充実に向け、内部監査室に専任職

員を配置した。また、令和元年度内部監査計画

に基づき、「学園を取り巻く様々な危機事象へ

の対応」等に関する監査を行い、所要の指導、

助言等を行った。 

(５)文部科学省「研究機関における公的研究費

の管理・監査のガイドライン」に基づく履行状

況調査の調査結果 

7 月に文部科学省研究振興局振興企画課競

争的資金調整室による履行状況調査を受け、ガ

イドラインに基づく公的研究費の管理・監査体

制の整備がなされているとの結果を得た。 

６）財政基盤の強化 

(１)私立大学研究ブランディング事業 

施設・設備と経常費を一体的に支援する「私

立大学研究ブランディング事業」に福岡歯科大

学及び福岡医療短期大学が支援対象校（タイプ

A：社会展開型)として選定され、歯科大学は

27,000千円、短期大学は 20,000千円の助成を

受けた。しかし、平成 31年 2月 19日付け通知

により、当初は平成 33 年度までの支援事業で

あったが、平成 31 年度で支援を終了する旨の

連絡があった。 

(２)その他の外部資金獲得 

① 福岡歯科大学 

私立大学等改革総合支援事業のタイプ 1（特

色ある教育の展開）及びタイプ 3（地域社会へ

の貢献）に選定され、経常費補助金の増額補助

（一般補助：13,626 千円、特別補助：14,580

千円）を受けた。大学改革推進等補助金では、

大学教育再生加速プログラム（テーマⅡ：学修

成果の可視化）が 6年目となり 6,667千円の助
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成を受けた。 

また、奨学寄付金 20件（9,327千円）、受託

研究 2件（9,666千円）を受け入れた。 

② 福岡看護大学 

看護大学は、受託研究 3件（3,040千円）を

受け入れた。 

③ 福岡医療短期大学 

大学改革推進等補助金では、大学教育再生加

速プログラム（テーマⅠ：アクティブラーニン

グ、テーマⅡ：学修成果の可視化複合型）が 6

年目となり 9,334千円の助成を受けた。 

(３)寄付金の受入れ 

学園ホームページで卒業生、保護者を含む広

く一般の方々への寄付金募集を行い、3月末ま

での個人寄付は、12件、970千円となった。 

個人寄付内訳(寄付目的別※50 周年記念募

金は別掲)は表 11のとおり。 

表 11 個人寄付内訳(寄付目的別) （単位：千円） 

区 分 歯科大 短大 病院 計 

教育研究活動の振興 50 0 0 50 

教育研究環境の整備 0 500 0 500 

田中健藏基金 210 0 0 210 

その他 0 0 210 210 

計 260 500 210 970 

この他、外郭団体の福岡歯科大学学生共済会

から、52,537 千円【修学支援事業(特待生・

SA)：40,692 千円、学生研修派遣事業：5,509

千円、学生研修センター維持整備事業：6,336

千円】の寄付があった。 

(４)エネルギー使用量の削減 

エネルギー使用量は、夏季に前年より平均気

温が低く使用量が減少したが、春先の気温低下

及び秋口の気温上昇によるガス空調機の使用

量が若干増えた。よって前年度比、電力使用量

0.8％減、ガス使用量 0.1％増となった。 

なお、電気料金においては九州電力㈱の割引

を得て、電気使用料金が削減された。 

７）その他 

(１)福岡学園開学記念式典の実施 

学園の開学記念式典を 7 月 26 日に実施し、

永年勤続表彰及び特待生表彰並びに理事長特

別賞表彰等を行った後に、福岡市美術館の中山

喜一朗館長による記念講演を行い、学内外から

約 200名の参加者があった。 

(２)学校法人福岡学園･福岡歯科大学創立 50周

年記念事業 

2022 年に学校法人福岡学園及び福岡歯科大

学が創立 50 周年を迎えるにあたり、昨年 7 月

より募金活動を開始した。3月末現在で 448件、

5,026万円の寄付をいただいた。また、歯科大

生及び若手教職員により記念グッズを作成し、

次年度から売店で販売することとした。 

(３)福岡歯科大学口腔歯学部入学定員（収容定

員）変更認可 

 福岡歯科大学学則に定める入学定員を実態

に即して 120 名から 96 名に変更するために 7

月 11 日文部科学省に提出していた収容定員変

更に係る学則変更認可申請の補正申請が令和

元年 9月 6日付で認可された。 

(４)福岡医療短期大学保健福祉学科入学定員

（収容定員）変更届 

 福岡医療短期大学学則に定める保健福祉学

科の令和 2 年度学生募集停止に伴い、令和 2

年度からの学則変更の届出を文部科学省へ 12

月 13日付で提出した。 

(５)福岡看護大学増改築工事の実施 

教育環境をより充実させるため、棟内の実習

準備室、売店を看護実習室、学生ラウンジに改

修し、増築部分に移設した。 
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Ⅲ．財務の概要 

１．決算の概要 

１）貸借対照表関係 

(１)貸借対照表の状況と経年比較 

令和元年度の資産の部合計は 689億 6,100万円、負債の部合計は 89億 6,000万円、純資産の部

合計は 600億 100万円となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)財務比率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）資金収支計算書関係 

(１)資金収支計算書の状況と経年比較 

令和元年度決算における収入は、学生生徒等納付金収入 33億 5,500万円、補助金収入 4億 5,100

万円、医療収入 20 億 1,300 万円、受取利息・配当金収入 6 億 3,300 万円、借入金等収入 34 億円

など 143 億 3,400 万円となり、これに前年度繰越支払資金 13 億 3,500 万円を加えた収入合計は

156 億 6,900万円となった。支出は、人件費支出 43億 6,500万円、教育研究経費支出 16億 5,600

万円、管理経費支出 3億 6,100万円、施設関係支出 38億 3,400万円、設備関係支出 1億 9,400万

円など 148億 9,500万円となり、収入合計からこれを差し引いた翌年度繰越支払資金は 7億 7,400

万円となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位:千円)

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 固定資産 58,784,761 59,935,879 60,559,670 63,431,177 67,650,288

 流動資産 1,981,824 1,348,051 1,319,240 1,831,187 1,310,793

 資産の部合計 60,766,585 61,283,930 61,878,910 65,262,364 68,961,081

 固定負債 1,374,951 1,357,791 1,287,998 4,290,229 7,505,384

 流動負債 924,779 1,120,913 1,235,271 1,070,352 1,454,574

 負債の部合計 2,299,730 2,478,704 2,523,269 5,360,581 8,959,958

 基本金 58,650,245 60,987,952 61,644,241 60,725,805 61,211,368

 繰越収支差額 △ 183,390 △ 2,182,726 △ 2,288,600 △ 824,022 △ 1,210,245

 純資産の部合計 58,466,855 58,805,226 59,355,641 59,901,783 60,001,123

 負債及び純資産
 の部合計

60,766,585 61,283,930 61,878,910 65,262,364 68,961,081

比率名 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 運用資産余裕比率 777.2% 720.4% 713.1% 679.8% 665.4%

 流動比率 214.3% 120.3% 106.8% 171.1% 90.1%

 総負債比率 3.8% 4.0% 4.1% 8.2% 13.0%

 前受金保有率 353.1% 141.3% 130.8% 250.2% 149.1%

 基本金比率 100.0% 100.0% 99.9% 95.3% 90.4%

 積立率 101.3% 97.4% 97.4% 100.2% 99.4%

(単位:千円)

 収入の部 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 学生生徒等納付金収入 3,005,255 2,993,836 3,233,725 3,370,866 3,354,585

 手数料収入 22,208 33,632 33,625 32,779 32,303

 寄付金収入 100,007 62,869 77,679 302,164 82,524

 補助金収入 594,644 558,493 595,017 569,345 451,132

 資産売却収入 400,068 12,343 112,850 1,090,555 919,365

 付随事業・収益事業収入 454,766 465,305 513,595 516,128 510,373
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(２)活動区分資金収支計算書の状況と経年比較 

令和元年度決算における教育活動資金収支差額は 1 億 7,700 万円、施設整備等活動資金収支差

額は△39億 5,500万円、その他の活動資金収支差額は 32億 1,700万円となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 収入の部 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 医療収入 1,800,960 1,788,993 1,783,549 1,890,607 2,013,107

 受取利息・配当金収入 772,974 690,291 803,356 634,307 632,595

 雑収入 171,327 236,383 255,380 204,202 191,277

 借入金等収入 0 0 0 3,000,000 3,400,000

 前受金収入 432,118 574,879 593,213 533,428 518,713

 その他の収入 15,272,647 4,307,367 5,652,877 10,095,340 3,242,161

 資金収入調整勘定 △ 843,769 △ 912,487 △ 1,066,408 △ 1,055,882 △ 1,014,098

 前年度繰越支払資金 927,467 1,525,916 812,498 776,134 1,334,720

 収入の部合計 23,110,672 12,337,820 13,400,956 21,959,973 15,668,757

 支出の部 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 人件費支出 3,704,807 3,917,322 4,234,851 4,297,610 4,365,378

 教育研究経費支出 1,532,845 1,638,811 1,519,205 1,686,472 1,656,440

 管理経費支出 291,137 337,568 322,405 346,418 361,143

 借入金等利息支出 0 0 0 0 12,025

 借入金等返済支出 0 0 0 0 0

 施設関係支出 851,009 1,607,476 124,183 4,138,161 3,833,751

 設備関係支出 183,829 363,829 191,236 114,772 193,745

 資産運用支出 14,893,893 3,708,071 6,312,851 9,942,757 4,501,953

 その他の支出 502,689 380,037 431,804 518,398 435,827

 資金支出調整勘定 △ 375,453 △ 427,792 △ 511,713 △ 419,335 △ 465,095

 翌年度繰越支払資金 1,525,916 812,498 776,134 1,334,720 773,590

 支出の部合計 23,110,672 12,337,820 13,400,956 21,959,973 15,668,757

(単位:千円)

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 教育活動による資金収支

 教育活動資金収入計 6,110,799 6,098,072 6,422,384 6,713,909 6,607,434

 教育活動資金支出計 5,528,465 5,893,457 6,075,965 6,330,248 6,382,962

 差引 582,334 204,615 346,419 383,661 224,472

 調整勘定等 △ 92,989 112,071 69,080 △ 111,424 △ 47,913

 教育活動資金収支差額 489,345 316,686 415,499 272,237 176,559

 施設整備等活動による資金収支

 施設整備等活動資金
 収入計

8,423,911 2,547,239 2,538,643 9,272,180 1,325,151

 施設整備等活動資金
 支出計

8,989,241 3,577,355 2,915,837 13,380,001 5,327,346

 差引 △ 565,330 △ 1,030,116 △ 377,194 △ 4,107,821 △ 4,002,195

 調整勘定等 162,930 12,998 22,057 2,090 46,994

 施設整備等活動資金
 収支差額

△ 402,400 △ 1,017,118 △ 355,137 △ 4,105,731 △ 3,955,201

86,945 △ 700,432 60,362 △ 3,833,494 △ 3,778,642

科　目

 小計（教育活動資金収支
 差額＋施設整備等活動資
 金収支差額）
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(３)財務比率の経年比較 

 

 

 

３）事業活動収支計算書関係 

(１)事業活動収支計算書の状況と経年比較 

令和元年度決算における事業活動収入は 73 億 1,500 万円、事業活動支出は 72 億 1,600 万円と

なり、基本金組入前当年度収支差額は 9,900 万円となった。この額から基本金組入額合計 4 億

9,800万円を差し引いた当年度収支差額は△3億 9,900万円となり、これに前年度繰越収支差額△

8 億 2,400 万円と基本金取崩額 1,300 万円を加えた翌年度繰越収支差額は△12 億 1,000 万円とな

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 その他の活動による資金収支

 その他の活動資金収入
 計

7,452,777 2,096,718 3,620,342 5,229,575 6,439,741

 その他の活動資金支出
 計

6,939,815 2,109,081 3,717,068 837,495 3,221,328

 差引 512,962 △ 12,363 △ 96,726 4,392,080 3,218,413

 調整勘定等 △ 1,458 △ 623 0 0 △ 901

 その他の活動資金収支
 差額

511,504 △ 12,986 △ 96,726 4,392,080 3,217,512

598,449 △ 713,418 △ 36,364 558,586 △ 561,130

 前年度繰越支払資金 927,467 1,525,916 812,498 776,134 1,334,720

 翌年度繰越支払資金 1,525,916 812,498 776,134 1,334,720 773,590

科　目

 支払資金の増減額（小計
 ＋その他の活動資金収支
 差額）

比率名 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 教育活動資金収支差額比率 8.0% 5.2% 6.5% 4.1% 2.7%

(単位:千円)

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 事業活動収入の部

 　学生生徒等納付金 3,005,255 2,993,836 3,233,725 3,370,866 3,354,585

 　手数料 22,208 33,632 33,625 32,779 32,303

 　寄付金 105,150 68,539 93,858 146,359 92,553

 　経常費等補助金 558,950 524,331 528,077 569,345 427,211

 　付随事業収入 454,766 465,305 513,595 516,128 510,373

 　医療収入 1,800,960 1,788,993 1,783,549 1,890,607 2,013,107

 　雑収入 174,479 243,856 262,380 214,706 199,100

 　教育活動収入計 6,121,768 6,118,492 6,448,809 6,740,790 6,629,232

 事業活動支出の部

 　人件費 3,702,812 3,907,636 4,172,390 4,310,131 4,530,894

　 教育研究経費 2,121,471 2,216,197 2,154,951 2,311,191 2,247,591

 　管理経費 320,160 372,760 363,146 388,209 403,470

 　徴収不能額等 2,622 214 1,115 5,622 840

 　教育活動支出計 6,147,065 6,496,807 6,691,602 7,015,153 7,182,795

 教育活動収支差額 △ 25,297 △ 378,315 △ 242,793 △ 274,363 △ 553,563

科　目

教
育
活
動
収
支
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(２)財務比率の経年比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．その他 

１）有価証券の状況 

 有価証券の状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 事業活動収入の部

　 受取利息・配当金 772,974 690,291 803,356 634,307 632,595

　 その他の教育活動外収入 0 0 0 0 0

 　教育活動外収入計 772,974 690,291 803,356 634,307 632,595

 事業活動支出の部

　 借入金等利息 0 0 0 0 12,025

 　その他の教育活動外支出 0 0 0 0 0

 　教育活動外支出計 0 0 0 0 12,025

 教育活動外収支差額 772,974 690,291 803,356 634,307 620,570

 経常収支差額 747,677 311,976 560,563 359,944 67,007

 事業活動収入の部

　 資産売却差額 0 231 0 53,021 0

　 その他の特別収入 50,554 51,438 86,558 196,209 53,728

　 特別収入計 50,554 51,669 86,558 249,230 53,728

 事業活動支出の部

 　資産処分差額 12,276 25,029 91,408 62,779 21,395

 　その他の特別支出 916 245 5,298 253 0

　 特別支出計 13,192 25,274 96,706 63,032 21,395

 特別収支差額 37,362 26,395 △ 10,148 186,198 32,333

 基本金組入前当年度収支差額 785,039 338,371 550,415 546,142 99,340

 基本金組入額合計 △ 1,347,233 △ 2,337,707 △ 3,053,983 △ 8,081,564 △ 498,340

 当年度収支差額 △ 562,194 △ 1,999,336 △ 2,503,568 △ 7,535,422 △ 399,000

 前年度繰越収支差額 196,945 △ 183,390 △ 2,182,726 △ 2,288,600 △ 824,022

 基本金取崩額 181,859 0 2,397,694 9,000,000 12,777

 翌年度繰越収支差額 △ 183,390 △ 2,182,726 △ 2,288,600 △ 824,022 △ 1,210,245

（参考）

 事業活動収入計 6,945,296 6,860,452 7,338,723 7,624,327 7,315,555

 事業活動支出計 6,160,257 6,522,081 6,788,308 7,078,185 7,216,215

科　目

教
育
活
動
外
収
支

特
別
収
支

比率名 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度

 人件費比率 53.7% 57.4% 57.5% 58.4% 62.4%

 教育研究経費比率 30.8% 32.5% 29.7% 31.3% 31.0%

 管理経費比率 4.6% 5.5% 5.0% 5.3% 5.6%

 事業活動収支差額比率 11.3% 4.9% 7.5% 7.2% 1.4%

 学生生徒等納付金比率 43.6% 44.0% 44.6% 45.7% 46.2%

 経常収支差額比率 10.8% 4.6% 7.7% 4.9% 0.9%
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２）借入金の状況 

借入金の状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

３）学校債の状況 

 なし 

 

４）寄付金の状況 

寄付金の状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

５）補助金の状況 

補助金の状況は以下のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６）収益事業の状況 

 なし 

 

７）関連当事者との取引の状況 

(単位:円)

当年度（令和2年3月31日）

貸借対照表計上額 時　価 差　額

 債券 46,897,181,800 49,179,352,000 2,282,170,200

 株式 0 0 0

 投資信託 0 0 0

 貸付信託 0 0 0

 その他 0 0 0

合　計 46,897,181,800 49,179,352,000 2,282,170,200

時価のない有価証券 0

有価証券合計 46,897,181,800

種　類

(単位:円)

借入先 期末残高 利　率 返済期限

 日本私立学校振興・共済事業団 3,000,000,000 0.4100% 令和10年9月15日

 西日本シティ銀行 3,400,000,000 0.2400% 令和12年3月31日

合　計 6,400,000,000

(単位:円)

科　目 金　額

 特別寄付金 82,312,807

 一般寄付金 210,795

合　計 82,523,602

(単位:円)

科　目 金　額

 私立大学等経常費補助金 332,710,000

 私立学校施設整備費補助金 23,921,000

 大学改革推進等補助金 16,001,000

 臨床研修費等補助金 32,858,000

 県その他補助金 45,642,332

合　計 451,132,332
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(１)関連当事者 

記載すべき関連当事者との取引はない。 

(２)出資会社 

 なし 

 

８）学校法人間財務取引 

 なし 

 

３．経営状況の分析、経営上の成果と課題、今後の方針・対応方策 
 
令和元年度決算における主な収入では、学生生徒等納付金は開学 3 年目の福岡看護大学が学年

進行による在籍学生数の増により 1 億 5,200 万円の増となったが、福岡歯科大学が入学定員未充

足等による在籍学生数の減により 1億 4,600万円の減となり、前年度並みの 33億 5,500万円とな

った。補助金は経常費補助金の定員未充足学部に対する減額措置等により 1 億 1,800 万円減の 4

億 5,100万円、医療収入は医科歯科総合病院の歯科収入の増により 1億 2,300万円増の 20億 1,300

万円となり、経常収入（教育活動収入・教育活動外収入）は 72億 6,200万円となった。一方、主

な支出では、人件費は退職給与引当金繰入額 3 億 400 万円を計上したこと等により 2 億 2,100 万

円増の 45 億 3,100 万円となり、経常支出（教育活動支出・教育活動外支出）は 71 億 9,500 万円

となった。以上の結果、学校法人の経常的な収支バランス（教育活動収支・教育活動外収支）を

示す経常収支差額は 6,700 万円となったが、学校法人の本業である教育活動収支は△5 億 5,400

万円で、教育活動外収入の有価証券等の受取利息・配当金 6 億 3,300 万円によりプラスとなって

いる。 

主な財務比率では、人件費比率 62.4％、教育研究経費比率 31.0％、管理経費比率 5.6％、経常

収支差額比率 0.9％となった。 

また、令和元年度の総資産は 689 億 6,100 万円となり、病院建設資金及び福岡歯科大学校舎建

設資金として第 2 号基本金引当特定資産に 100 億 5,400 万円、教育研究の充実を目的として第 3

号基本金引当特定資産に 235 億 8,400 万円、減価償却資産の取替資金として減価償却引当特定資

産に 90億円など各種引当特定資産の積立を行っており、財政基盤の強化を図っている。 

 今後、収入面では、福岡歯科大学及び福岡医療短期大学における入学定員充足による安定した

学生納付金の確保、補助金・寄付金等の外部資金の積極的な導入、医科歯科総合病院・口腔医療

センターにおける医療収入の増収など財源の確保に努める。一方、支出面では、人件費について

は、人事計画に基づく人員配置及び人事考課制度の活用等により適正化を図り、その他の経常的

な経費については、予算の効果的な執行及び不要不急の支出の抑制を図る。 

 本学園は、教育研究環境の向上及び将来的な施設、設備等の更新に伴う財源確保のため、一層

の財政状況の改善を図り、永続的な維持・発展に向けて、安定した財政基盤の確立を目指す。 
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別表１　　令和元年度研究業績（欧文）一覧
〔福岡歯科大学〕

1.総説（review含む） ※ 電子ジャーナルの場合、巻・号・ページは「-」で記載

No. 題名 著者名 発行元 巻 号 ページ 発行年 DOI

1
Phospholipase C-related catalytically inactive

protein: A novel signaling molecule for modulating

fat metabolism and energy expenditure.

Kanematsu T, Oue K, Okumura

T, Harada K, Yamawaki Y, Asano

S, Mizokami A, Irifune M, Hirata

M

Journal of Oral

Biosciences
61 2 65-72 2019
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2019.04.002
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Hanioka T, Morita M, Yamamoto
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12259

4
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Kushikata T, Hirota K,

Kanematsu T, Hirata M, Ueno S
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2
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protein regulates cytokinesis by protecting
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3
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4
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Shinohara Y, Umezaki Y, Minami
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5
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6
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Naito T

Clinical and Experimental
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7
Association between oral candidiasis and bacterial

pneumonia: a retrospective study.
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Yoneda M, Hirofuji T, Sekitani H,
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Oral Diseases 26 1 234-237 2020
10.1111/odi.1

3216

8
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9
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別表５ 令和元年度地域貢献一覧表 

 

実施事業 

 

内      容 

 

運動場、テニスコ

ート、体育館の開

放 

地域のソフトボールチーム、野球チーム、子供ラグビークラブ

等に対し、体育施設の開放を行った（グラウンド 3施設 97日）。 

公園清掃及びリハ

ビリ体操等指導 

田新町が町内行事として月 1 回実施している田村北公園の清掃

に介護老人保健施設等の職員が毎月 2～3名で参加し、地域との

交流を深めるとともに、清掃後、理学療法士等によるリハビリ

体操等の指導を行った。 

福岡医療短期大学

教員ボランティア

活動 

地域交流並びに地域活性化ボランティア活動の取り組みとし

て、キャンパス内のさくら館において定期的に開催されている

地元田新町老人会「親和会」の集いに短大教員並びに専攻科学

生が担当を決めて参加し、情報提供を行っている。令和元年度

は計 2回参加した。 

地下鉄マナーアッ

プキャンペーン 

福岡市交通局主催のマナーアップキャンペーンに福岡医療短期

大学保健福祉学科の学生がボランティア活動として乗車マナー

アップを呼びかけた。 

学園祭での交流 学園祭イベント会場に、近郊の地域子供会で組織するダンスチ

ーム（田村ジュニアダンス、スマイルキッズ田村、Dance Art’s 

SHIKATA）や地域の太鼓チーム、近隣大学の大学祭実行委員会、

認知症啓発イベント（近隣介護事業所の医療介護職員等参加）

のゲスト出演・演奏を依頼し、学生、教職員との年齢職業を越

えた交流の場を創出した。また、地域団体による模擬店も出店

され、食を通じた文化交流も図ることができた。 

地域行事に学生ボ

ランティアが参加 

田村校区自治協議会主催の「校区夏祭り」「タムランピック

2019」、星の原団地自治会主催の「星の原子ども食堂」、野芥校

区社会福祉協議会主催の「つくって食べよう土曜昼」に福岡歯

科大学、福岡看護大学と福岡医療短期大学の学生ボランティア

が参加し、地域住民と交流を深めた。 
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地域カフェの共催 地域カフェ「かふぇもりのいえ」を、月に 1 回の頻度で、社会

福祉法人学而会サンシャインプラザと共に主催している。本年

度は新型コロナウイルス感染拡大のため中止した 1 回を除き、

11回開催し、のべ 1,231名が参加した。共催団体は、田村公民

館、田村校区自治協議会、田村校区社会福祉協議会、早良区社

会福祉協議会である。毎回福岡歯科大学、福岡看護大学、福岡

医療短期大学の教員ならびに学生ボランティアが参加し、健康

講座、歯科無料相談、介護無料相談などを通じて健康情報の普

及に努めたほか、地域住民との交流を深めた。 

中学・高校の職業

教育支援 

中学校 2年次「職業体験」3校 19名、3年次「上級学校訪問」3

校 146 名、高校「職業体験」生徒 2 校 106 名を受け入れ、福岡

歯科大学、福岡看護大学、福岡医療短期大学の教職員で分担し

て講義実習、施設見学等を行ない、歯科医、看護師、保健師、

歯科衛生士、介護福祉士の職業の概要や養成課程の詳細につい

ての理解をはかった。 
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別表６ 令和元年度公開講座一覧表 

１）一般市民対象のもの 

名 称 開催日・会場 テーマ・参加人員 

出前講座 平成 31年 4月から 

令和 2年 3月まで 

（市内公民館、小学校等） 

本学教職員を市内公民館、地域高齢

者会合（社会福祉協議会「ふれあい

サロン」）、福岡市子育て支援施設（子

どもプラザ）、小学校などに派遣し、

一般市民を対象に、要望に合わせた

テーマの講演を 48 回行い、合計

1,196 名の参加者に健康情報を提供

した。 

 

私立大学研究ブラ

ンディング事業 

社会的アプローチ 

平成 31 年 4 月 20 日〜令

和元年 8月 17日 
令和元年 8月 17日 

（UR星の原団地集会所） 

星の原カフェ 整形外科相談（井上

教授）計 5回、参加者のべ 15名 

星の原健康アカデミー事業説明会・

ニーズ調査（アンケート） 

 

にこにこスロー 

ジョギング with 

ウォーキング 2019 

 

令和元年 4月 21日 

（福岡大学 

第二記念会堂、 

陸上競技場） 

一般市民を対象にスロージョギング 

やウォーキングを実施した。 

（地下鉄七隈線沿線 

  三大学連絡協議会主催） 

参加者 61名 

 

中学高校「職業体

験」・「上級学校訪

問」教育支援 

令和元年 6月 6 日〜11月

7日 

（福岡歯科大学、福岡看

護大学、福岡医療短期大

学） 

「職業体験」「上級学校訪問」プログ

ラムの 2 年次、3 年次中学校、２年

次高校生徒を受け入れ、歯科医、看

護師、保健師、歯科衛生士、介護福

祉士の職業の概要や養成課程の詳細

についての講義実習を、三大学の教

職員で分担して行なった。 

参加生徒数 271 名（福岡市立中学校

4 校、糸島市立中学校 1 校、私立中

学校１校、私立高校 2校） 

 

栄養クリニック 

健康 FESTIVAL 2019 

令和元年 6月 8日 

（中村学園大学 

 栄養クリニック） 

一般市民を対象に健康度測定コーナ

ー、健康相談、運動教室、ランチョ

ンセミナー等を実施した。 

（地下鉄七隈線沿線 

  三大学連絡協議会主催） 

参加者 約 100名 

 

糸島市民の歯の健

康のつどい 

令和元年 6月 8日 

（糸島市健康保健センタ

ー） 

一般市民 59 名を対象に口腔がん検

診を実施した。（糸島市主催） 

歯科医師 2名派遣 

参加者 約 100名 
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第 45回福岡市民の

健康を口と歯の健

康から守る 

令和元年 6月 9日 

（福岡県歯科医師会館） 

一般市民を対象に歯の健康相談、簡

易的な歯科検診等を実施した。 

（福岡市歯科医師会主催） 

歯科医師 11名、歯科衛生士 2名派遣 

参加者 約 100名 

 

福岡歯科大学 

公開講座 

令和元年 8月 31日 

～令和 2年 1月 25日 

（木の葉モール橋本 

1階会議室） 

医科歯科総合病院健康講座 

・第 1回 

「“おなか”の病気の予防と治療」 

参加者 35名 

・第 2回 

「知っておきたい乳がんのお話」

「高齢者の難聴－補聴器を使うと

良いのはどんな人？－」「皮膚と口

のアレルギー症状」参加者 33名 

・第 3回 

「肩・腰・ひざの痛みの原因と治

療法」「肩・腰・ひざの痛みの予

防」参加者 69名 

 

福岡看護大学 

公開講座 

令和元年 9月 5日 

（福岡看護大学 

 1階 101講義室） 

「今から始める肺炎と慢性閉塞性肺

疾患の予防」 

① 講演「肺炎を予防するために～

今からできることを一緒に考え

ましょう！～」 

② 講演「あなたの息切れ、慢性閉

塞性肺疾患ではないですか？日

常でできる呼吸ケアについて」 

参加者 130名 

 

福岡医療短期大学 

公開講座 

令和元年 9月 29日 

（福岡医療短期大学 

      308教室） 

テーマ「口腔がんを考える」 

① 基調講演「知っていますか お

口の“がん”」 

② 教育講演「舌がんの診断と治療」 

③ 教育講演「口腔がん患者を支え

る歯科衛生士」 

参加者 111名 

 

早良区健康まつり 令和元年 10月 10日 

（早良区保健センター） 

一般市民を対象に、口腔がん検診

（100名）、唾液を使った歯周病検査

（81名）を実施した。 

（早良区地域保健福祉課主催） 

歯科医師 2名派遣 

参加者 約 100名 

福岡未来創造プラ

ットフォームリカ

レント教育プログ

ラム 

（一般市民対象公

開講座） 

令和元年 10 月 17 日〜11

月 14日 

（福岡市中央市民センタ

ー会議室） 

福岡未来創造プラットフォーム 

テーマ「子どもの貧困を科学する」 

参加者 60名 

教職員１名が企画段階から参画し、

全回に運営担当スタッフとして、ま

た 10 月 31 日実施講演「心と身体か

らみる子どもの貧困」講師として参

加した。 
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「健康まるごと 

福岡学園」 

令和元年 10月 19日 

       ～20日 

（福岡学園） 

1.からだの科学展 

2.講演会「生活習慣病と認知症：久

山町研究でわかってきたこと」 

3.医科ミニ講座 

4.歯科無料相談 

5.看護大企画「看護のせかい」 

6.短大企画「口から始める介護予防」 

7.介護施設見学・介護無料相談 

各イベント参加者合計 1,503名 

令和元年度 

地下鉄七隈線沿線 

3大学合同 

シンポジウム 

令和元年 10月 27日 

（福岡大学病院 

 福大メディカルホー

ル） 

メインテーマ 

「アンチエイジングの今」 

第一部講演、第二部公開討論（参加 

者からの質問に回答する形式）。 

本学、福岡大学、中村学園大学 

合同開催。 

参加者 149名 

市民啓発講演会 令和元年 11月 10日 

（西新パレス） 

教職員１名講師派遣 

演題「笑って楽しく！オーラルフレ

イル予防」（早良区医師会主催） 
参加者 約 100名 

UR Community 

College in 星の

原 健康ミニ講座 

（UR 星の原団地

住民対象健康教育

公開講座） 

令和元年 11 月 21 日〜令

和 2年 2月 8日（計 4回） 

（UR星の原団地集会所） 

ミニ講座「食事の時のムセ・食べこ

ぼしを防ぐためには」、「今日から始

める認知症予防」、「おいしく食べ

る・死ぬまで食べる」、「高齢者の靴

の選び方」 

体操教室「筋肉を蓄えるには」、「飲

み込み体操」 

参加者のべ 150名  

 

２）医療介護従事者対象のもの 

名称 開催日・会場 テーマ・参加人員 

平成 31年度 

福岡歯科大学 

臨床セミナー 

平成 31年 4月から 

令和 2年 3月まで 

（福岡歯科大学 

 本館 5階 504講義室） 

医療関係者を対象に通算 23 回実施

した。 

参加者延べ 736名 

(臨床研修歯科医を含む) 

大学院特別講義 平成 31年 4月 10日 

（福岡歯科大学 

本館 8階 801講義室） 

リバプール大学 Phillip Smith 氏に

よる講義が行われた。テーマ「口唇

口蓋裂症例での保存修復歯科治療」 

摂食嚥下リハビリ

テーションに役立

つ知識 

（生涯研修） 

令和元年 7月 7日 

（福岡歯科大学 口腔医療 

センター セミナー室） 

医師と歯科医師が連携して行う講義 

形式の研修。 

参加者 16名 

 

令和元年度多職種

連携研修会 

令和元年 8月 28日 

（ももちパレス） 

 

講師派遣 

演題「民官学連携によるオーラルフ

レイル予防事業の展開」（主催早良区

医師会） 

医師、歯科医師、歯科衛生士、看護

師、理学療法士、言語聴覚士、介護

福祉士等参加者 92名 
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スプリント治療 

実践セミナー 

（生涯研修） 

令和元年 9月 1日 

（福岡歯科大学 口腔医療

センター セミナー室） 

顎関節症の治療を実践的に学べる 

研修。 

参加者 7名 

福岡医療短期大学 

口腔介護スキル 

アップ講座 

令和元年 10月 26日 

令和元年 11月 2日 

（福岡医療短期大学） 

 

「口腔機能低下症～オーラルフレイ

ル 診断から対応まで～」 

講演と実習を組み合わせた実践的に

学べる研修 

参加者 20名 

スケーリング・ル

ートプレーニング

セミナー（生涯研

修） 

令和元年 11月 16日 

（福岡歯科大学 口腔医療

センター セミナー室） 

SRP の学術的背景と臨床的効果につ

いて実践的に学べる講義と実習を取

り入れた研修。 

参加者 24名 

福岡歯科大学医科

歯科総合病院連携

の会 

（連携医療機関の

医療従事者対象リ

カレント教育プロ

グラム） 

令和元年 11月 21日 

（福岡歯科大学講堂） 

症例報告 

講演１「歯科処置中に消化管および

気道に落下した材料・器具への対応

と対策」 

講演２「高齢者によく見られる口腔

疾患とその対応」 

参加者 51名  

歯科組織再生 

セミナー 

（生涯研修） 

令和元年 12月 8日 

（福岡歯科大学 口腔医療

センター セミナー室） 

新しい歯周組織再生剤と歯科用イン

プラントに使用可能な人工骨につい

て学べる研修。 

参加者 7名 

福岡歯科大学学会

総会特別講演 

 

令和元年 12月 15日 

（福岡歯科大学 

 本館 9階 講堂） 

メインテーマ 

「口腔機能の獲得と改善」 

私立大学研究ブランディング事業報

告会、基調講演、5 名のシンポジス

トによるシンポジウム。 

参加者 203名 

睡眠時無呼吸マウ

スピース治療実践

セミナー 

（生涯研修） 

令和 2年 1月 25日 

（福岡歯科大学 口腔医療

センター セミナー室） 

SAS の病態を理解することと一般的

な固定式のマウスピースの製作につ

いて学べる研修。 

参加者 22名 

口腔インプラント

初級講習会 

（生涯研修） 

令和 2年 2月 11日 

（福岡歯科大学 

 本館 4階 実習室） 

 

インプラント治療についての実習を

多く取り入れた実践的研修。 

参加者 26名 

 

見逃さないぞ、口

腔がん！鑑別診断

セミナー 

（生涯研修） 

令和 2年 2月 29日 

（福岡歯科大学 口腔医療

センター セミナー室） 

口腔粘膜疾患の鑑別診断、細胞診の

方法と解釈、検査法、口腔がんの特

徴と治療を学べる研修。 

参加者 9名 

第 6 世代の NiTi 

File を用いた根

管形成法の実際 

（生涯研修） 

令和 2年 3月 15日 

（福岡歯科大学 口腔医療

センター セミナー室） 

歯内治療の新たなテクニックを 

実践的に学べる研修。 

参加者 9名 
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第3種海外研修派遣実績一覧表

所属 職名 氏名 目的 派遣先 自 至

成長発達歯学講座 教授 小島　寛 学会発表 台湾（高雄） 自：H31.04.11 至：H31.04.14

成長発達歯学講座 医員 中嶋　真理子 学会発表 台湾（高雄） 自：H31.04.11 至：H31.04.14

成長発達歯学講座 助教 尾崎　茜 学会発表 台湾（高雄） 自：H31.04.11 至：H31.04.14

成長発達歯学講座 教授 小島　寛 学生引率 カナダ（バンクーバー） 自：H31.04.21 至：H31.04.28

機能生物化学講座 教授 田中　芳彦 学生引率 カナダ（バンクーバー） 自：H31.04.21 至：H31.04.28

口腔治療学講座 教授 坂上　竜資 学生引率 イギリス（リバプール） 自：H31.04.21 至：H31.04.28

歯科医療工学講座 教授 都留　寛治 学生引率 イギリス（リバプール） 自：H31.04.21 至：H31.04.28

成長発達歯学講座 准教授 岡　暁子 引率 カナダ（バンクーバー） 自：H31.04.22 至：H31.04.26

総合歯科学講座 教授 内藤　徹 講演 韓国（ソウル） 自：R01.05.09 至：R01.05.12

客員教授 平田　雅人 学会発表 アメリカ（サンフランシスコ） 自：R01.06.06 至：R01.06.13

成長発達歯学講座 准教授 梶井　貴史 学会発表 フランス（ニース） 自：R01.06.16 至：R01.06.24

高齢者歯科学講座 大学院生 江頭　留依 学会発表 カナダ（バンクーバー） 自：R01.06.18 至：R01.06.23

高齢者歯科学講座 助教 梅﨑　陽二朗 学会発表 カナダ（バンクーバー） 自：R01.06.18 至：R01.06.23

口腔保健学講座 教授 埴岡　隆 学会発表 カナダ（バンクーバー） 自：R01.06.19 至：R01.06.24

診断全身管理学講座 教授 湯浅　賢治 参加・意見交換 カナダ（バンクーバー） 自：R01.06.19 至：R01.06.24

咬合修復学講座 教授 城戸　寛史 学会発表 スペイン（マドリード） 自：R01.06.26 至：R01.07.01

成長発達歯学講座 教授 尾崎　正雄 学会発表 メキシコ（カンクーン） 自：R01.07.02 至：R01.07.08

咬合修復学講座 教授 城戸　寛史 学会発表 カナダ（バンフ） 自：R01.08.07 至：R01.08.12

咬合修復学講座 講師 加倉　加恵 学会発表 カナダ（バンフ） 自：R01.08.07 至：R01.08.12

成長発達歯学講座 准教授 岡　暁子 学会発表 中国（成都） 自：R01.08.16 至：R01.08.19

生体構造学講座 助教 緒方　佳代子 学会発表 中国（成都） 自：R01.08.16 至：R01.08.19

客員教授 平田　雅人 学会発表 韓国（ソウル） 自：R01.08.29 至：R01.09.01

総合歯科学講座 助教 山口　真広 その他(国際支援ボランティア) ﾌｨﾘﾋﾟﾝ（ｲｻﾞﾍﾞﾗ州ｷﾞﾊﾝ村） 自：R01.09.16 至：R01.09.23

成長発達歯学講座 助教 髙良　憲洋 その他(国際支援ボランティア) ﾌｨﾘﾋﾟﾝ（ｲｻﾞﾍﾞﾗ州ｷﾞﾊﾝ村） 自：R01.09.16 至：R01.09.23

咬合修復学講座 教授 城戸　寛史 学会・講演 中国（青島） 自：R01.09.25 至：R01.09.28

成長発達歯学講座 教授 玉置　幸雄 学会・講演 韓国（ソウル） 自：R01.10.02 至：R01.10.04

総合医学講座 助教 原　雅俊 学会発表 アメリカ（ワシントン） 自：R01.11.06 至：R01.11.11

総合医学講座 准教授 徳本　正憲 学会発表 アメリカ（ワシントン） 自：R01.11.06 至：R01.11.11

口腔保健学講座 講師 河本　陽介 研究 フランス（マルセイユ） 自：R01.10.09 至：R01.10.29

総合歯科学講座 准教授 森田　浩光 学会発表 アメリカ（テキサス） 自：R01.11.12 至：R01.11.18

総合歯科学講座 大学院生 中島　正人 学会発表 アメリカ（テキサス） 自：R01.11.12 至：R01.11.18

高齢者歯科学講座 助教 梅﨑　陽二朗 学会発表 アメリカ（オースティン） 自：R01.11.12 至：R01.11.18

口腔医学研究センター 客員教授 平田　雅人 学会(出席・参加) オーストラリア（ブリスベン） 自：R01.11.26 至：R01.12.01

口腔保健学講座 教授 埴岡　隆 学会発表 オーストラリア（ブリスベン） 自：R01.11.26 至：R01.12.01

成長発達歯学講座 助教 髙良　憲洋 学会発表 オーストラリア（ブリスベン） 自：R01.11.26 至：R01.12.02

成長発達歯学講座 助教 藤田　隆寛 学会発表 オーストラリア（ブリスベン） 自：R01.11.26 至：R01.12.02

成長発達歯学講座 医員 梶原　弘一郎 学会発表 オーストラリア（ブリスベン） 自：R01.11.26 至：R01.12.02

成長発達歯学講座 大学院生 三宅　佑宜 学会発表 台湾（桃園） 自：R01.12.05 至：R01.12.08

成長発達歯学講座 医員 石井　太郎 学会参加 台湾（桃園） 自：R01.12.05 至：R01.12.08

咬合修復学講座 准教授 川口　智弘 研究打ち合わせ フィンランド（トゥルク） 自：R02.02.03 至：R02.02.09

第3種海外研修派遣実績一覧表
所属 職名 氏名 目的 派遣先 自 至

福岡看護大学 教授 岩本　利恵 研究発表 イギリス（ロンドン） 自：Ｒ01.07.18 至：Ｒ01.07.25

福岡看護大学 助教 吉田　理恵 研究発表 イギリス（ロンドン） 自：Ｒ01.07.18 至：Ｒ01.07.25

福岡看護大学 准教授 大城　知子 研究発表 イギリス（ロンドン） 自：Ｒ01.07.18 至：Ｒ01.07.29

福岡看護大学 教授 宮園　真美 研究発表 台北 自：Ｒ01.10.24 至：Ｒ01.10.26

福岡看護大学 助手 山中　富 研究発表 台北 自：Ｒ01.10.24 至：Ｒ01.10.26

第3種海外研修派遣実績一覧表
所属 職名 氏名 目的 派遣先 自 至

歯 科 衛 生 学 科 教授 泉　　　喜和子 専攻科学生引率 アメリカ（カリフォルニア州） 自：R1.10.15 至：R1.10.25

福岡看護大学

㊟第3種海外研修派遣：1カ月以内視察、調査、研究、学会参加等

福岡医療短期大学

㊟第3種海外研修派遣：1カ月以内視察、調査、研究、学会参加等

別表７　　 令和元年度 海外研修派遣一覧表

福岡歯科大学

㊟第3種海外研修派遣：1カ月以内視察、調査、研究、学会参加等
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所属 受講日 研　修　等　名 場 所 参加者

5/31 ファシリテーション研修 九大伊都地区 堀　　美穂

8/9 令和元年度広報担当者協議会 東京都 谷　賢太朗

9/17 私立大学職員の新人研修 福岡市 谷川　陽介

4/16 大学基準協会大学評価実務説明会 西宮市 和才　広輝

4/24 大学基準協会大学評価実務説明会 東京都 石橋　慶憲

5/31 ファシリテーション研修 九大伊都地区 藤田　淑乃

6/15 実験動物管理者の教育訓練 福岡市 和才　広輝

6/21 私立大学等経常費補助金説明会 福岡市 田島　大寛

6/21 私立大学等経常費補助金説明会 福岡市 飯尾　寛人

6/21 私立大学等経常費補助金説明会 福岡市 和才　広輝

8/28 人権・同和問題公正採用選考人権啓発推進員研修 福岡市 石橋　慶憲

8/30 給与実務研修会 東京都 田島　大寛

8/30 給与実務研修会 東京都 飯尾　寛人

9/9 令和元年度科学研究費助成事業説明会 福岡市 行弘　智美

9/13 職場のハラスメント対策・対応セミナー 福岡市 田島　大寛

9/13 職場のハラスメント対策・対応セミナー 福岡市 石橋　慶憲

9/17 私立大学職員の新人研修 福岡市 小湊　洋輝

9/17 私立大学職員の新人研修 福岡市 安武　宏高

9/25 令和元年度大学等向け安全保障貿易管理説明会 大阪市 和才　広輝

10/2-10/3 令和元年度事務局長相当者研修会 北九州市 石橋　慶憲

10/24 いわゆる同一労働同一賃金と企業の対応 福岡市 飯尾　寛人

11/22 人事労務情報交換会 福岡市 田島　大寛

11/22 人事労務情報交換会 福岡市 飯尾　寛人

11/22 教育学術充実協議会 東京都 田島　大寛

11/28-11/29 日本私立歯科大学協会 第14回事務職員研修 東京都 藤田　淑乃

6/21 私立大学等経常費補助金説明会 福岡市 栁　　弘範

6/21 私立大学等経常費補助金説明会 福岡市 松川　　創

8/29-8/30 日本私立大学協会九州支部 第6回初任者研修会 熊本市 松川　　創

10/16-10/18 令和元年度大学経理部課長相当者研修会 兵庫県 井上　和史

11/21 改正民法（債権・契約関係）の要点と法人責務 東京都 栁　　弘範

11/28-11/29 日本私立歯科大学協会 第14回事務職員研修 東京都 豊福　直子

6/20 大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会 兵庫県 柴尾　直幸

8/20-8/21 センター試験連絡協議会 長崎市 江島　定人

9/2 ビジネスマナー基礎研修 福岡市 浪治　研哉

9/3 令和元年度北部九州キャンパス防犯ネットワーク福岡・佐賀・筑後地区ブロック連絡会議 太宰府市 淺田　陽子

10/8 高等教育の修学支援新制度説明会 福岡市 淺田　陽子

10/9 令和元年度日本学生支援機構奨学金業務研修会 福岡市 松尾　優太

11/21 改正民法（債権・契約関係）の要点と法人法務に関するセミナー 東京都 松尾　優太

11/27 大学の教育改革に関する研修（基礎コース） 福岡市 古賀　稔也

1/23 IR初級研修会 福岡市 松尾　優太

6/28 第34回九州地区私立大学環境集会 福岡市 多羅　正勝

8/9 令和元年度特定建築物定期報告制度説明会 福岡市 多羅　正勝

10/24 電気主任技術者　実務セミナー 福岡市 大神 健太郎

別表８　　 令和元年度　外部研修等受講一覧表

総務課

企画課

学務課

財務課

施設課
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所属 受講日 研　修　等　名 場 所 参加者

5/28-5/30 学術情報基盤オープンフォーラム 東京都 亀井　　愛

8/29-8/30 大学情報セキュリティ研究講習会 東京都 廣池　元信

9/7 日本看護図書館協会 新人研修会 神戸市 外山 瑠璃子

9/11-9/13 大学等CSIRT研修（応用編） 東京都 亀井　　愛

10/25 九州地区医学図書館協議会総会 長崎県 亀井　　愛

11/29 九州地区医学図書館員セミナー 熊本県 亀井　　愛

3/6 JAIRO Cloud移行説明会 東京都 亀井　　愛

8/20 第59回診療情報管理研究研修会 福岡市 多賀谷 陽子

8/20 第59回診療情報管理研究研修会 福岡市 井上　美紀

10/10 2019年度第2回病院機能改善支援セミナー〔総合〕 福岡市 坂本　　静

10/10 2019年度第2回病院機能改善支援セミナー〔総合〕 福岡市 手塚　直哉

10/18-10/19第41回附属病院管理運営事務研修会 神奈川県 福永　重智

10/18-10/19第41回附属病院管理運営事務研修会 神奈川県 手塚　直哉

3/17 令和2年度診療報酬改定説明会 福岡市 坂本　　静

5/20 高等教育の修学支援新制度説明会 東京都 灘吉　祥恵

6/20 大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会 神戸市 灘吉　祥恵

6/21 私立大学等経常費補助金説明会 福岡市 灘吉　祥恵

9/3 令和元年度九州地区私立短期大学協会教職員研修会 福岡市 灘吉　祥恵

9/3 令和元年度北部九州キャンパス防犯ネットワーク福岡・佐賀・筑後地区ブロック連絡会議 太宰府市 牛之濱ちづる

10/8 高等教育の修学支援新制度説明会 福岡市 赤坂 竜之介

10/8 高等教育の修学支援新制度説明会 福岡市 牛之濱ちづる

10/9 日本学生支援機構奨学金業務研修会 福岡市 牛之濱ちづる

10/30-11/1 令和元年度私立短期大学教務担当者研修会 滋賀県 赤坂 竜之介

11/7 学生募集力強化セミナー 東京都 赤坂 竜之介

2/4 令和元年度日本学生支援機構奨学業務連絡協議会 福岡市 牛之濱ちづる

2/4 令和元年度日本学生支援機構奨学業務連絡協議会 福岡市 片渕　静香

5/20 高等教育の修学支援新制度説明会 東京都 箱田　智紀

5/21 教学部門のための業務改善セミナー 福岡市 大村 さゆり

6/20 私立大学等経常費補助金説明会 福岡市 大村 さゆり

10/18 C-Learningセミナー 福岡市 白土 浩太郎

12/19 大学設置室等に関する事務担当者説明会 東京都 箱田　智紀

1/13 日本私立看護系大学協会主催セミナー 東京都 白土 浩太郎

6/18 2019年度大学入試結果説明会 福岡市 楢崎　進也

6/20 大学入学者選抜・教務関係事項連絡協議会 神戸市 楢崎　進也

7/1 令和2年度大学入試センター試験入試 福岡県地区連絡会議 福岡市 楢崎　進也

8/21 令和2年度大学入試センター試験入試担当者連絡協議会（第1回） 長崎市 楢崎　進也

8/21 令和2年度大学入試センター試験入試担当者連絡協議会（第1回） 長崎市 福吉　真季

9/3 令和元年度北部九州キャンパス防犯ネットワーク福岡・佐賀・筑後地区ブロック連絡会議 太宰府市 鬼束　泰裕

9/17 私立大学職員の新人研修 福岡市 德安 由香利

10/8 高等教育の修学支援新制度説明会 福岡市 楢崎　進也

10/8 高等教育の修学支援新制度説明会 福岡市 鬼束　泰裕

10/9 令和元年度日本学生支援機構奨学金業務研修会 福岡市 鬼束　泰裕

11/8 子ども病院説明会・施設見学 福岡市 德安 由香利

12/10 令和2年度大学入試センター試験入試担当者連絡協議会（第2回） 福岡市 楢崎　進也

12/10 令和2年度大学入試センター試験入試担当者連絡協議会（第2回） 福岡市 福吉　真季

看護大学生・入試課

病院事務課

看護大教務課

短大事務課

情報図書館課
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○階層別研修

対象者 研修内容 実施日時 受講者数

○専門研修

対象者 研修内容 実施日時 受講者数

別表９　　 令和元年度 学内研修一覧

10月24日（木）
13:00-14:00

16名6 ＳＤ 事務職員等  福岡歯科大学における授業見学 12月随時

2 若手・中堅職員研修
係長・主任・
事務職員・嘱託職員

　本学の取組と（地域）貢献について

研修名

2 ＳＤ 教職員  IRとは何か？その活用法と歯科大学におけるIR活動

研修名

1  採用時研修 新規採用事務職員等

 施設見学・大学教職員の基礎知識等

 他課研修

 フォローアップ研修①
 「困っていること・難しいと感じていること」等

 フォローアップ研修②
 「来年度に向けた目標の設定」等

4月3日～11日

8月1日～9月30日
のうち2日間

11月13日（木）
13:00-14:30

2月26日（水）
15:00-17:00

1 ＳＤ
若手教員等
(助教・助手・医員等)

 ハラスメント講演会
　「キャンパス・ハラスメントの防止
　　　－学生指導で起こりやすい事例を中心に－」

6月26日(水)
17:30-18:30

11月21日(木)
18:00-19:00

15名5 考課者研修
事務局長・課長・
課長補佐

 「人事考課のための考課者研修」

12月10日(火)
18:00-19:00

12月8日(水)
16:00-17:10

教職員  歯科大学における内部質保証について

5名

 ハラスメント講演会
　　「アサーティブネスで、ハラスメントを
　　　　　　　しない受けない対人関係の構築」

管理職ＳＤ4 63名

65名

87名

77名

55名

6名

6名

5名

3 ＳＤ

8月27日(火)
14:00-14:50
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受講日 研　　　修　　　名 　主　催 場所 参加者

5/31 ファシリテーション研修 九州大学 九大伊都地区
藤田　淑乃
堀　 美穂

9/2 ビジネスマナー基礎研修 中村学園大学 福岡市 浪治　研哉

受講日 研　　　修　　　名 　主　催 場所 参加者

11/27 大学の教育改革に関する研修（基礎コース） 福岡大学 福岡市 古賀　稔也

別表１０　令和元年度 西部地区五大学連携懇話会研修参加者

別表１１　令和元年度 福岡未来創造ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ参画大学共同SD研修
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